
対象校No. 510 学校コード F113310103439

設置年度 令和 6年度

計画の区分： 学部の設置

日本女子大学 建築デザイン学部

　　担当部局（課）名 教学企画部 大学再編準備室

　　　職名・氏名

　　　電話番号　　

　　　（夜間）　　

　　　ｅ－mail　　

届出

令和６年５月１日現在 

（改正前大学設置基準適用）

学校法人日本女子大学　　　

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

　　　　　当該番号を記載してください。

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　該当番号を記載してください。

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

　　　４　対象校No.については、「【別紙】令和６年度AC報告書提出対象学科等.pdf」より、

　　　　　なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

注３

注2

注４
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（イマイチ　リョウコ）

今市　涼子

（令和5年1月）

（ シノハラ（クマ）　サトコ ）

篠原（隈）　聡子

（令和2年5月）

（サトウ　カツシ）

佐藤　克志

（令和6年4月）

（カタヤマ　シンヤ）

片山　伸也

（令和6年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和５年度に報告済の内容　→（５）

　　　　　　令和６年度に報告する内容　→（６）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学 科 長

学　　長

職　　名

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人日本女子大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　日本女子大学

　　　　東京都文京区目白台２丁目８番１号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒112－8681

（３） 調査対象大学等の位置
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　　　　設置計画履行状況等調査の対象期間が７年を越え、様式に変更が必要な場合には、別途ご連絡ください。

　　

 建築デザイン学部

  建築デザイン学科 人

　学士（建築デザイン） 年 人 人

人

人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

－ － － － － － － － － － 902 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － － － － － － － 877 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － － － － － － － 257 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － － － － － － － 97 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「収容定員充足率」には、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　　報告年度から起算した修業年限に相当する期間の収容定員充足率を記載してください。

　　　・　「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

　　　・　「（５）－②　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等」の「平均入学定員超過率」及び「収容定員充足率」は、「４　既設大学等の状況」AC対象学部学科等の

備　考

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和５年度令和４年度令和元年度 令和２年度 令和３年度

4 100 400

3年次

4年次

備　　考

入学定員

0

設 置 時 の 計 画

修業年限

学生募集の停
止について

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

0

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。また、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

(　－ 　)

[ 　－　 ]

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

－

令和６年度

100

(　－ 　)

[ 　－　 ] [ 　－　 ]

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

(　－ 　)

－

－

0.97倍

収容定員
充 足 率

―

収容定員
充 足 率
（控除後）

　　　　((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には「－」を記入してください。

Ｂ　 入学者数

志願者数

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試区分ごとではありません）。

　　　・　調査対象学部等の開設年度から報告年度まで記入してください。なお、開設年度以前は「－」を記入してください。

－ －

0.97

[ 　－　 ]

－－

[ 　－　 ]

　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出してください。

－

　　　　倍率と一致しますので、留意して計算してください。

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和７年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

　 　 ・  報告年度に春季入学以外の学期区分の設定を予定している場合は、「春季入学以外の学期区分について」で「春季入学以外の学期区分を設ける予定」を選択してください。
       （春季入学以外の学期区分の設定を予定していない場合は「－」を選択。）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行っている場合には、

合格者数

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

2年次

　　　　「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

工学関係

編入学定員 収容定員

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、

　　　　別ファイルにて提出してください。

　　　・　様式は、令和元年度開設の４年制の学科が完成年度を越えて報告する場合（令和６年度までの６年間）ですが、

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）により、

　　　　我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程

　　　　を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載してください。

受験者数

【基礎となる学部等】
家政学部　住居学科

－

(　－ 　)

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号（その２の１））」の

　 　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択するとともに、
　　　　「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。（学生募集停止を予定していない場合は「－」を選択。）

0

[ 　－　 ]

－

(　－ 　)

－

家政関係

(　－ 　)
Ａ　 入学定員

春季入学以外の
学期区分につい

て

－
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

－ － － － － － － － － － 97 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

－ － － － － － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

－ － － － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

－ － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

　　　　また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

備　　　　　考
令和５年度令和４年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

計

４年次

１年次

２年次

３年次

[　　－ 　]

（　　－　 ）（　　－　 ）（　　－　 ） （　　－　 ） （　　－　 ）

令和元年度 令和２年度

－ － － －

（　　－　 ）

令和６年度

[　　－ 　] [　　－ 　] [　　－ 　] [　　－ 　][　　－ 　]

令和３年度

97－
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

- 人 - 人 令和元年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 - 人 - 人

令和６年度 0 人 0 人

0 人 0 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） -
令和元年度の在学者数（ｂ） -

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） -
令和２年度の在学者数（ｂ） -

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） -
令和３年度の在学者数（ｂ） -

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） -
令和４年度の在学者数（ｂ） -

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） -
令和５年度の在学者数（ｂ） -

【令和６年度】

令和６年度の退学者数（ａ） 0
令和６年度の在学者数（ｂ） 97

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

- ％

- ％

- ％

= = - ％

- ％=

- 人

-

合　　計

人

令和４年度 - 人 - 人

人令和５年度 - 人 -

人令和３年度 -

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

令和元年度

令和２年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

-人

= = 0 ％

令和６年度 97 人 0 人

=

=

=

=

=

=

=
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【令和６年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

１通 1 4 １通 1 3 1
- 1 0 0 4 0 0 0 0 0 - 1 0 0 3 1 0 0 0 0

1後 　 2 　 　 　 　 　 　 1 1後 　 2 　 　 　 　 　 　 1
1前 　 2 　 　 　 　 　 　 1 1前 　 2 　 　 　 　 　 　 1
1前後 　 2 　 　 　 　 　 　 2 1前後 　 2 　 　 　 　 　 　 2
1前後 　 2 　 　 　 　 　 　 4 1前後 　 2 　 　 　 　 　 　 4
1前 2 　 1 1前 2 　 1
1後 2 　 1 1後 2 　 1
1前後 2 　 1 1前後 2 　 1
1前 2 　 2 1前 2 　 2
1前後 2 　 1 1前後 2 　 1
1前 2 　 1 1前 2 　 1
1前 2 　 1 1後 2 　 1
1後 2 　 1 1後 2 　 1
2前後 2 　 3 2前後 2 　 3
2前 2 　 1 2前 2 　 1
2・3通 1 　 4 3通 1 　 4

 2・3通 　 2 　 　 　 　 　 　 4 3通 　 2 　 　 　 　 　 　 4
- 0 31 0 0 0 0 0 0 25 - 0 31 0 0 0 0 0 0 24

1前 　 2 　 　 　 　 　 1 1前 　 2 　 　 　 　 　 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 3 1後 2 3
1後 　 2 　 　 　 　 　 4 1通 　 2 　 　 　 　 　 1
1後 　 2 　 　 　 　 　 1 1後 　 2 　 　 　 　 　 1
1後 2 　 1 1前 2 　 1
2通 2 　 2 2通 2 　 2
2前 2 　 1 2前 2 　 1
2前 2 　 1 2前 2 　 1
2前 2 1 　 2前 2 1 　
2通 2 　 2 2通 2 　 2
2前 2 　 1 2通 2 　 1
2後 2 　 1 2後 2 　 1
2通 1 1 　 3 2通 1 1 　 3
2通 　 2 　 1 　 　 　 　 3 2通 　 2 　 1 　 　 　 　 3
- 0 29 0 2 0 0 0 0 21 - 0 29 0 2 0 0 0 0 18

1前 2 5 1前 2 5
1後 2 5 1後 2 5
1前後 2 3 1前後 2 3
1前後 2 3 1前後 2 3
- 8 0 0 0 0 0 0 0 11 - 8 0 0 0 0 0 0 0 11

1前後 2 4 1前後 2 4
1前後 2 3 1前後 2 3
1前後 2 3 1前後 2 3
1前後 2 1 1前後 2 1
1前後 2 2 1前後 2 2
1前後 2 1 1前後 2 1
1前後 2 1 1前後 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1前後 2 1 1前後 2 1
1前後 2 3 1前後 2 3
1前後 2 7 1前後 2 7
1前後 2 2 1前後 2 2
1前後 2 11 1前後 2 11
1前後 2 1 1前後 2 1
1前後 2 1 1前後 2 1
1前 2 2 1前 2 2
1前 2 1 1前 2 1
1前 2 1 1前 2 1
- 0 36 0 0 0 0 0 0 35 - 0 36 0 0 0 0 0 0 35

1前 2 7 1前 2 7
1後 2 7 1後 2 7
1前 2 6 1前 2 6
1後 2 6 1後 2 6
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
2前後 2 6 2前後 2 6

2前後 2 1
2前後 2 3 2前後 2 3

2前後 2 1
3・4前後 2 1 3・4前後 2 1
2前 2 1 2前 2 1

資格英語（集中）３
小計（18科目）

ド
イ
ツ
語

ドイツ語a入門
ドイツ語a初級
ドイツ語b入門
ドイツ語b初級
ドイツ語L.L.入門
ドイツ語L.L.初級
ドイツ語中級

ドイツ語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ（原典講読）

ドイツ語上級
集中ドイツ語

ライティングⅢ
ﾒﾃﾞｨｱ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ
観光英語
ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ
TOEIC
TOEFL
IELTS
資格英語（集中）１
資格英語（集中）２

社会におけるICT、ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ活用A

地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習A

地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習B

地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習C

地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習D

社会連携・社会貢献活動Ⅰ

社会連携・社会貢献活動Ⅱ

小計（15科目）

基
礎
科
目
　
外
国
語

必
修
英
語

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭa

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭb

ｱｸﾃｨｳﾞ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭa
ｱｸﾃｨｳﾞ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭb
小計（4科目）

選
択
英
語

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ
リーディングⅠ
リーディングⅡ
リーディングⅢ
ライティングⅠ
ライティングⅡ

科目
区分

教養特別
講義

教養特別講義
小計（1科目）

J
W
U
キ
ャ
リ
ア
科
目

ﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝとｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ

女性と職業
仕事・結婚・わたし
女性と身体
多様な働き方とｷｬﾘｱ

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨとｷｬﾘｱ
女性就業と家族の経済学

ライフステージと法
現代女性論
現代男性論
日本の女性史
世界の女性史
社会に出るための自己表現

現代ビジネスと起業

基
礎
科
目
　
外
国
語

必
修
英
語

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭa

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭb

ｱｸﾃｨｳﾞ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭa
ｱｸﾃｨｳﾞ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭb
小計（4科目）

選
択
英
語

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ
リーディングⅠ
リーディングⅡ
リーディングⅢ
ライティングⅠ
ライティングⅡ
ライティングⅢ

ドイツ語a初級
ドイツ語b入門
ドイツ語b初級
ドイツ語L.L.入門
ドイツ語L.L.初級
ドイツ語中級

ドイツ語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ（原典講読）

教養特別
講義

教養特別講義
小計（1科目）

J
W
U
キ
ャ
リ
ア
科
目

ﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝとｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ

女性と職業
仕事・結婚・わたし
女性と身体
多様な働き方とｷｬﾘｱ

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨとｷｬﾘｱ
女性就業と家族の経済学

ライフステージと法
現代女性論
現代男性論
日本の女性史
世界の女性史
社会に出るための自己表現

現代ビジネスと起業
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅠ
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅡ
小計（16科目）

J
W
U
社
会
連
携
科
目

社会課題とNPO・NGO

ボランティア概論
企業と社会連携
社会連携を学ぶA
社会連携を学ぶB
地域・社会課題を学ぶ
課題解決型ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを用いた企画開発

社会におけるICT、ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ活用A

社会におけるICT、ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ活用B

地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習A

地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習B

地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習C

地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習D

ﾒﾃﾞｨｱ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

社会連携・社会貢献活動Ⅰ

社会連携・社会貢献活動Ⅱ

小計（15科目）

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅠ
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅡ
小計（16科目）

J
W
U
社
会
連
携
科
目

社会課題とNPO・NGO

ボランティア概論
企業と社会連携
社会連携を学ぶA
社会連携を学ぶB
地域・社会課題を学ぶ
課題解決型ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを用いた企画開発

社会におけるICT、ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ活用B

兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

２　授業科目の概要

＜建築デザイン学部　建築デザイン学科＞

【認可時又は届出時】

（１）－① 授業科目表

授業科目の名称

兼
任
・
兼
担

科目
区分

観光英語
ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ
TOEIC
TOEFL
IELTS
資格英語（集中）１
資格英語（集中）２
資格英語（集中）３
小計（18科目）

ドイツ語上級
集中ドイツ語

ドイツ語L.L.中級

ド
イ
ツ
語

ドイツ語a入門

ドイツ語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

兼
任
・
兼
担

科目
区分

1前 2 8 1前 2 9
1後 2 8 1後 2 9
1前 2 4 1前 2 5
1後 2 4 1後 2 5
1前 2 2 1前 2 2
1後 2 2 1後 2 2
2前後 2 5 2前後 2 5
2前後 2 1 2前後 2 1
2前後 2 2 2前後 2 2
2前後 2 1 2前後 2 1
3前後 2 1 3・4前後 2 1
2前 2 1 2前 2 1
1前 2 12 1前 2 12
1後 2 12 1後 2 12
1前 2 10 1前 2 11
1後 2 10 1後 2 11
1前 2 2 1前 2 2
1後 2 2 1後 2 2
2前後 2 7 2前後 2 7
2前後 2 2 2前後 2 2
2前後 2 2 2前後 2 2
2前 2 1 2前 2 1
3前後 2 1 3前後 2 1
2前 2 1 2前 2 1
1前 2 9 1前 2 9
1後 2 9 1後 2 9
1前 2 7 1前 2 7
1後 2 7 1後 2 7
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
2前後 2 5 2前後 2 5
2前後 2 1 2前後 2 1
2前後 2 1 2前後 2 1
2後 2 1 2後 2 1

3・4前後 2 1
- 0 88 0 0 0 0 0 0 61 - 0 94 0 0 0 0 0 0 60

1前後 2 2 1前後 2 2
2前 2 1 2前 2 1
2後 2 1 2後 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2前 1 2前 1
2後 2 1 2後 2 1
- 2 16 0 0 0 0 0 0 9 - 2 16 0 0 0 0 0 0 9

1前 1 3 1前 1 4
1後 1 3 1後 1 4
1後 1 17
1前 1 5 1前 1 5
1後 1 4 1後 1 4
2後 1 1 2後 1 2
1前 2 1 1前 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前 2 2 1前 2 3
1後 2 3 1後 2 3
- 0 16 0 0 0 0 0 0 26 - 0 15 0 0 0 0 0 0 12

1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前 2 1 1後 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前後 2 3 1前後 2 3
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1後 2 4 1後 2 4
1後 2 1 1後 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1前後 2 2 1前後 2 2
1前 2 1 1前 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1前後 2 2 1前後 2 2
1前 2 1 1前 2 1
1前 2 1 1前 2 1

社会保障入門
国際社会と人権
ジェンダー論入門
ジェンダーと社会
現代の社会学
社会学入門
地域研究

 SOCIAL AND INTERNATIONAL RELATIONS OF JAPAN

教育人間学

日本の産業と企業
女性と法律
法学入門
市民社会と法
法哲学
日本国憲法
社会福祉学
平和学
ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ論

政治思想の歴史
政治学
日本の政治
政治と福祉
メディアと社会
経済学の世界
世界経済
日本経済
経営学の世界

基
礎
科
目
　
身
体
運
動

身体運動Ⅰa
身体運動Ⅰb

身体運動Ⅱa
身体運動Ⅱb
身体運動Ⅱc
身体運動論

身体運動演習a

健康ｽﾎﾟｰﾂ論Ⅰ
健康ｽﾎﾟｰﾂ論Ⅱ

身体運動演習b
小計（10科目）

小計（47科目）

基
礎
科
目
　
情
報
処
理

基礎情報処理
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ入門
AI入門
ICT活用Ⅰ
ICT活用Ⅱ
ICT活用Ⅲ
ICT活用Ⅳ
ICT活用Ⅴ
ICT活用Ⅵ
小計（9科目）

基
礎
科
目
　
外
国
語

フ
ラ
ン
ス
語

フランス語a入門
フランス語a初級
フランス語b入門
フランス語b初級
フランス語L.L.入門
フランス語L.L.初級
フランス語中級
フランス語L.L.中級
フランス語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ（原典講読）

フランス語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

韓
国
語

韓国語a入門
韓国語a初級
韓国語b入門
韓国語b初級
韓国語L.L.入門
韓国語L.L.初級
韓国語中級
韓国語L.L.中級
韓国語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ（原典講読）

韓国語上級

韓国語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

中
国
語

中国語a入門
中国語a初級
中国語b入門
中国語b初級
中国語L.L.入門
中国語L.L.初級
中国語中級
中国語L.L.中級
中国語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ（原典講読）

中国語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

中国語上級
集中中国語

社会保障入門
国際社会と人権
ジェンダー論入門
ジェンダーと社会
現代の社会学
社会学入門
地域研究

 SOCIAL AND INTERNATIONAL RELATIONS OF JAPAN

教育人間学

日本の産業と企業
女性と法律
法学入門
市民社会と法
法哲学
日本国憲法
社会福祉学
平和学
ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ論

基
礎
科
目
　
身
体
運
動

身体運動Ⅰa
身体運動Ⅰb
身体運動Ⅰc
身体運動Ⅱa
身体運動Ⅱb
身体運動Ⅱc
身体運動論
健康ｽﾎﾟｰﾂ論Ⅰ
健康ｽﾎﾟｰﾂ論Ⅱ
身体運動演習a
身体運動演習b
小計（11科目）

基
礎
科
目
　
外
国
語

フ
ラ
ン
ス
語

フランス語a入門
フランス語a初級
フランス語b入門
フランス語b初級
フランス語L.L.入門
フランス語L.L.初級
フランス語中級
フランス語L.L.中級
フランス語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ（原典講読）

フランス語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

基
礎
科
目
　
情
報
処
理

基礎情報処理
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ入門
AI入門
ICT活用Ⅰ
ICT活用Ⅱ
ICT活用Ⅲ
ICT活用Ⅳ
ICT活用Ⅴ
ICT活用Ⅵ
小計（9科目）

フランス語上級
集中フランス語

フランス語上級
集中フランス語
中国語a入門
中国語a初級
中国語b入門
中国語b初級
中国語L.L.入門
中国語L.L.初級
中国語中級
中国語L.L.中級
中国語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ（原典講読）

中国語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

中国語上級
集中中国語
韓国語a入門
韓国語a初級

政治思想の歴史

中
国
語

韓
国
語

韓国語b入門
韓国語b初級
韓国語L.L.入門
韓国語L.L.初級
韓国語中級
韓国語L.L.中級
韓国語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ（原典講読）

韓国語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

小計（44科目）

A
系
列
【

多
様
な
社
会
と
人
間
の
尊
厳

】
（
社
会
科
学
系

）

教
養
科
目

A
系
列
【

多
様
な
社
会
と
人
間
の
尊
厳

】
（
社
会
科
学
系

）

教
養
科
目

政治学
日本の政治
政治と福祉
メディアと社会
経済学の世界
世界経済
日本経済
経営学の世界
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

兼
任
・
兼
担

科目
区分

1後 2 1 1後 2 1
1前後 2 2 1前後 2 2

1後 2 2
- 0 58 0 0 0 0 0 0 35 - 0 60 0 0 0 0 0 0 37

1前 2 1 1前 2 1
1前後 2 2 1前後 2 2
1後 2 1 1後 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前後 2 2 1前後 2 2
1前 2 1 1前 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1前 2 3 1前 2 3 1
1前後 2 2 1前後 2 2
1前 2 1 1前 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前後 2 9 1前後 2 9
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1後 2 2 1後 2 2
1前 2 1 1前 2 1
1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1
- 0 58 0 3 0 0 0 0 42 - 0 60 0 3 0 0 0 0 40

1前 2 1 1前 2 1
1前後 2 2 1前後 2 2
1前 2 1 1前 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前後 2 1 1前後 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 2 1後 2 2
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 2 1後 2 2
1前後 2 2 1前後 2 2
1前後 2 1 1前後 2 1
1前後 2 1 1前後 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前後 2 2 1前後 2 2
1前 2 1 1前 2 1
1前後 2 4 1前後 2 4
1前 2 1 1前 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前後 2 1 1前後 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1後 2 1 1後 2 1
- 0 60 0 0 0 0 0 0 36 - 0 60 0 0 0 0 0 0 36

1前 2 1 1前 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1後 2 1 1後 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2前 2 1 2前 2 1
1前 2 3 1 1 1前 2 3 1 1
1後 2 2 1 1 1 1後 2 1 1 1 2
1後 2 1 1後 2 1
2前 2 4 3 2前 2 4 3
2前 2 1 2前 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2前 2 3 1 2前 2 3 1

住生活学
建築設計スタジオⅠ
コンピュータデザインⅠ

建築構造
構造力学Ⅰ
建築設備Ⅰ
建築専門英語

住居計画
日本住居史
西洋住居史
住居構造
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾃﾞｻﾞｲﾝ論
空間デザイン概論
住居環境
住環境計画
生活環境安全論
建築計画
設計製図Ⅰ
設計製図Ⅱ

英語圏のﾌｧﾝﾀｼﾞｰ
日本社会と宗教
宗教とは何か
世界の神話
ことばとは何か
ことばと社会
ｸﾘﾃｨｶﾙ・ｼﾝｷﾝｸﾞ入門

 INTRODUCTION TO JAPANESE CULTURE AND SOCIETY

小計（30科目）

小計（30科目）

C
系
列
【

知
性
と
文
化
の
系
譜

】
（
人
文
科
学
系

）

社会思想の歴史
思想・哲学
西洋思想
東洋思想
20・21世紀の思想
ﾛｼﾞｶﾙ･ｼﾝｷﾝｸﾞ入門
倫理学入門
美学
文化人類学入門
歴史から見る現代世界

地理学
20・21世紀の日本文学

20・21世紀の外国文学

日本美術史
西洋美術史
東洋音楽の歴史
西洋音楽の歴史
舞台芸術の歴史・東洋

舞台芸術の歴史・西洋

映像論
女性と芸術
世界の古典・文学

歴史の中の数学
教養としての数学
数学の眼で見た世界

社会で役立つ統計学

統計学入門
ファッションの化学
薬と化粧品の化学
化学の歴史
物理学はいかに創られたか

教育学入門

Sweden, in terms of SDGs

小計（30科目）

B
系
列
【

自
然
の
摂
理
の
探
究

】
（
自
然
科
学
系

）

地球の自然と資源
天文学と宇宙観の歴史

物理学とﾃｸﾉﾛｼﾞｰ
現代社会と情報科学
基礎から学ぶｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ

情報と通信
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄと生活

食と健康
衣と健康
女性と健康
住まいのデザイン
心理学
人間生理学
脳と行動
人体の構造と機能及び疾病

生命科学
DNAの拓いた生命科学

環境と生態系
生活・環境と化学
生物の起源と進化

建築構造
構造力学Ⅰ
建築設備Ⅰ
建築専門英語

住居計画
日本住居史
西洋住居史
住居構造
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾃﾞｻﾞｲﾝ論
空間デザイン概論
住居環境
住環境計画
生活環境安全論
建築計画
設計製図Ⅰ
設計製図Ⅱ
住生活学
建築設計スタジオⅠ
コンピュータデザインⅠ

英語圏のﾌｧﾝﾀｼﾞｰ
日本社会と宗教
宗教とは何か
世界の神話
ことばとは何か
ことばと社会
ｸﾘﾃｨｶﾙ・ｼﾝｷﾝｸﾞ入門

 INTRODUCTION TO JAPANESE CULTURE AND SOCIETY

小計（30科目）

小計（29科目）

C
系
列
【

知
性
と
文
化
の
系
譜

】
（
人
文
科
学
系

）

社会思想の歴史
思想・哲学
西洋思想
東洋思想
20・21世紀の思想
ﾛｼﾞｶﾙ･ｼﾝｷﾝｸﾞ入門
倫理学入門
美学
文化人類学入門
歴史から見る現代世界

地理学
20・21世紀の日本文学

20・21世紀の外国文学

日本美術史
西洋美術史
東洋音楽の歴史
西洋音楽の歴史
舞台芸術の歴史・東洋

舞台芸術の歴史・西洋

映像論
女性と芸術
世界の古典・文学

歴史の中の数学
教養としての数学
数学の眼で見た世界

社会で役立つ統計学

統計学入門
ファッションの化学
薬と化粧品の化学
化学の歴史
物理学はいかに創られたか

教育学入門

小計（29科目）

B
系
列
【

自
然
の
摂
理
の
探
究

】
（
自
然
科
学
系

）

地球の自然と資源
天文学と宇宙観の歴史

物理学とﾃｸﾉﾛｼﾞｰ
現代社会と情報科学
基礎から学ぶｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ

情報と通信
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄと生活

食と健康
衣と健康
女性と健康
住まいのデザイン
心理学
人間生理学
脳と行動
人体の構造と機能及び疾病

生命科学
DNAの拓いた生命科学

環境と生態系
生活・環境と化学
生物の起源と進化

心と健康 心と健康

情報科学を英語で学ぶ

教
養
科
目

A
系
列

教
養
科
目

A
系
列

基
礎

学
科
科
目

基
礎

学
科
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

兼
任
・
兼
担

科目
区分

2後 2 3 1 3 2後 2 3 1 3
2後 2 1 2後 2 1
2後 2 1 2後 2 1
2後 2 1 2後 2 1
3前 2 1 3前 2 1
3前 2 1 3前 2 1
3前 2 1 3前 2 1
－ 52 9 1 0 2 0 14 － 52 9 1 0 2 0 15
1前 1 1 1 1前 1 1 1
1後 1 1 1 1後 1 1 1
1後 4 1 2 1後 4 1 2
2後 2 1 2後 2 1
2後 2 1 2後 2 1
2後 2 1 2後 2 1
2後 2 1 2後 2 1
2後 2 1 2後 2 1
2後 2 1 2後 2 1
2後 2 1 2後 2 1
3前 2 2 3前 2 2
3前 2 2 2 3前 2 2 2
3後 2 1 3後 2 1
3前 2 1 3前 2 1
3前 2 1 3前 2 1
3後 2 1 3後 2 1
－ 32 8 0 0 0 0 13 － 32 8 0 0 0 0 13
3前 2 1 3前 2 1
3前 2 1 3前 2 1
3前 2 1 1 3前 2 1 1
3後 2 2 4 3後 2 2 4
3前 2 1 3前 2 1
3後 2 1 3後 2 1
3前 2 1 3前 2 1
3前 2 1 3前 2 1
3後 4 1 3後 4 1
1前 1 1 1前 1 1
1前 2 1 1前 2 1
2後 2 1 1 2後 2 1 1
3前 2 1 3前 2 1
3前 2 1 3前 2 1
3後 2 1 3後 2 1
4前 3 2 2 4前 3 2 2
－ 34 9 1 0 0 0 11 － 34 9 1 0 0 0 11
1通 2 1 1通 2 2
2前 2 1 2前 2 1
2後 2 1 2後 2 1
2後 2 1 1 5 2後 2 1 1 5
－ 8 1 0 0 1 0 8 － 8 1 0 0 1 0 9
3後 2 9 1 2 3後 2 9 1 2
4前 2 9 1 2 4前 2 9 1 2
4後 2 9 1 2 4後 2 9 1 2
4通 4 9 1 2 4通 4 9 1 2
－ 10 9 1 0 2 0 0 － 10 9 1 0 2 0 0
- 73 466 0 9 1 0 2 0 320 - 73 475 0 9 1 0 2 0 303

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、旧カリキュラムについても記載してください。

　　　　　その場合は、新カリキュラムを全て記載したのち、最後に記載欄を追加し、年度ごとに記載してください。　　　　

合計（276科目）
卒業要件及び履修方法

教養特別講義1単位、JWUキャリア科目・JWU社会連携科目から2単位、基礎科目の外
国語（必修英語）8単位、情報処理（必修）2単位、身体運動から2単位、教養科目系列
A・B・Cそれぞれから4単位計12単位、学科科目の基礎（必修）52単位、応用・発展・専
門関連（選択）から36単位（ただし応用から14単位以上）、卒論・卒制関連（必修）10単
位　合計125単位

（履修科目の登録の上限：49単位（年間））

ﾌｨｰﾙﾄﾞｽﾀﾃﾞｨ(農業･農村)

建築住居学演習Ⅰ
建築住居学演習Ⅱ
建築住居学演習Ⅲ
卒業論文・卒業制作

小計（4科目）

消費生活論Ⅰ
まちづくり基礎演習
異分野連携実践演習

小計（4科目）

専
門
関
連

卒
論
・
卒
制
関
連

発
展

地域施設計画論
福祉環境演習
構造デザイン演習
建築設計スタジオⅣ

都市デザイン演習
建築と社会
建築保存再生論
都市史演習
環境・設備演習
絵画デッサン
建築数学物理基礎
建築総合演習
コンピュータデザインⅢ

リサーチデザイン
生活ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ
建築設計スタジオⅤ

小計（16科目）

建築法規
小計（26科目）

応
用

形とデザインⅠ
形とデザインⅡ
力と形
日本建築史
インテリアデザイン
コンピュータデザインⅡ

住居・建築管理
住宅政策
福祉環境論
西洋建築史

建築設備Ⅱ
ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟﾃﾞｻﾞｲﾝ
小計（16科目）

専
門
関
連

卒
論
・
卒
制
関
連

合計（272科目）
卒業要件及び履修方法

教養特別講義1単位、JWUキャリア科目・JWU社会連携科目から2単位、基礎科目の外
国語（必修英語）8単位、情報処理（必修）2単位、身体運動から2単位、教養科目系列
A・B・Cそれぞれから4単位計12単位、学科科目の基礎（必修）52単位、応用・発展・専
門関連（選択）から36単位（ただし応用から14単位以上）、卒論・卒制関連（必修）10単
位　合計125単位

（履修科目の登録の上限：49単位（年間））

ﾌｨｰﾙﾄﾞｽﾀﾃﾞｨ(農業･農村)

建築住居学演習Ⅰ
建築住居学演習Ⅱ
建築住居学演習Ⅲ
卒業論文・卒業制作

小計（4科目）

消費生活論Ⅰ
まちづくり基礎演習
異分野連携実践演習

小計（4科目）

発
展

地域施設計画論
福祉環境演習
構造デザイン演習
建築設計スタジオⅣ

都市デザイン演習
建築と社会
建築保存再生論
都市史演習
環境・設備演習
絵画デッサン
建築数学物理基礎
建築総合演習
コンピュータデザインⅢ

リサーチデザイン
生活ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ
建築設計スタジオⅤ

小計（16科目）

建築法規
小計（26科目）

応
用

形とデザインⅠ
形とデザインⅡ
力と形
日本建築史
インテリアデザイン
コンピュータデザインⅡ

住居・建築管理
住宅政策
福祉環境論
西洋建築史

建築設備Ⅱ
ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟﾃﾞｻﾞｲﾝ
小計（16科目）

　　　　　新旧がある年度については、その別がわかるように各年度の右側に（新）又は（旧）と追記してください。
　　　　　（例：記載順）【認可時又は届出時】→【令和６年度】(新)→【令和５年度】(新)→【令和４年度】→【令和３年度】→【令和６年度】(旧)→【令和５

建築材料 建築材料
建築施工 建築施工

インテリアデザイン演習 インテリアデザイン演習

建築設計スタジオⅢ 建築設計スタジオⅢ

住宅・建築経済 住宅・建築経済
都市計画 都市計画

建築構法
構造力学Ⅱ 構造力学Ⅱ
建築環境工学 建築環境工学

建築設計スタジオⅡ 建築設計スタジオⅡ

学
科
科
目

基
礎

基
礎

建築構法
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【令和６年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、新旧の変更内容をそれぞれ１つの枠内に記入してください。

全学共通科目である、基礎科目、教養科目等において以下を変更
・全学国際化カリキュラムの充実等により、科目追加
　「ドイツ語L.L.中級」、「ドイツ語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）」、「韓国語上級」、「Sweden, in terms of SDGs」、
　「情報科学を英語で学ぶ」
・開講期間の見直しにより、開講期を変更
　「日本の女性史」（1前→1後）、「ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅠ」（2・3通→3通）、「ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅡ」（2・3通→3通）、
　「社会連携を学ぶＡ」（1後→1通）、「地域・社会課題を学ぶ」（1後→1前）、
　「地域・地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習C」（2前→2通）、「フランス語上級」（3前・後→3・4前・後）
　「日本の政治」（1前→1後）、「ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ論」（1後→1前）
・担当教員の見直し・開講クラス数増により、担当者を変更・追加
　「教養特別講義」（教授4→教授3、准教授1）、「社会連携を学ぶA」（兼4→兼1）、「フランス語a入門」（兼8→兼9）、
　「フランス語a初級」（兼8→兼9）、「フランス語b入門」（兼4→兼5）、「フランス語b初級」（兼4→兼5）、
　「中国語b入門」（兼10→兼11）、「中国語b初級」（兼10→兼11）、「身体運動Ⅰa」（兼3→兼4）、「身体運動Ⅰb」（兼3→兼4）、
　「身体運動Ⅱc」（兼1→兼2）、「身体運動演習a」（兼2→兼3）、「住まいのデザイン」（教授3→教授3、兼1）

学科科目において以下を変更
・担当教員の見直しにより、担当者を変更
　「設計製図Ⅱ」（教授2、准教授1、助教1、兼1）→（教授1、准教授1、助教1、兼2）、
　「ﾌｨｰﾙﾄﾞｽﾀﾃﾞｨ（農業・農村）」（兼1→兼2）

　　　　

（１）－②授業科目表に関する変更内容
　　　

9



科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　設置時の計画からの増減を記入してください。

　　　　の授業科目数及び設置時の計画からの増減を記入するとともに、「備考」に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目数と

0 276

[　 - 　] [　+4　] [　 - 　] [　+4　]

24036 236 0

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 必修計（Ａ） 選択

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「変更状況」には変更後のカリキュラム（新カリキュラム）

自由

272 36

10



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 身体運動Ⅰc 1 1後 一般 選択

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　該当がない場合は「未開講の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

　　　・　該当がない場合は「廃止の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由、代替措置の有無

該当なし

　　　　ください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

全学共通科目群の科目であり、履修者数等も勘案し、同一目群の中で履修選択の幅を担保しつつ、科目・クラス数
の整理を行ったものである。
学生へは、年度当初より配付の「履修の手引き」に記載して周知している。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

　　　　ください。

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

身体運動Ⅰa及びⅠbとの科目・クラス整理のため

廃止の理由、代替措置の有無

11



（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

1

272

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0.36
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備考

国土調査による登記面
積変更のため（６）

大学全体

大学全体
語学学習施設は、
情報処理学習施設
が兼ねる。
教室の用途変更のため
（６）

学部単位での特定不能
のため、大学全体の数
（図書及び学術雑誌は
研究室などの所蔵を含
む）

大学全体(面積と収容
可能冊数は保存書庫分
含む)

届出学部全体

図書費には電子ジャー
ナル・データベースの
整備費（運用コストを
含む）を含む。

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

設備購入費

図書購入費

1,306千円

446千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、手数料収入、寄付金収入、資産運用収入等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 2,666千円 10,665千円 840千円

第６年次

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

0㎡ 0㎡ 185,191.24㎡185,191.24㎡

（　82,807.19㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には報告年度の５月１日現在の数値を記入してください。

借用面積：1,717.12㎡
借用期間：30年

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

建築デザイン学部　建築デザイン学科 室

冊

20,028〔3,724〕

11
13

視聴覚資料

－ 千円1,306千円 － 千円

446千円

３　施設・設備の整備状況，経費

専任教員数増のため
（６）

0㎡ 82,807.19㎡

（　82,807.19㎡）

 264,682.57㎡
265.022.66㎡

0㎡

計

82,807.19㎡ 0㎡

（　　　　　0㎡） （　　　　　0㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分

237,727.76㎡

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,506千円 1,306千円

第４年次 第５年次

（905,552〔206,397〕）

 264,682.57㎡
265.022.66㎡

語学学習施設

（補助職員　0人）

0室

情報処理学習施設

10室

（補助職員　 2人）
　　　  　3人

（　－　）

0㎡

電子ジャーナル

面　　　　　積

1,880千円

3,360千円 3,360千円

470千円 1,880千円

開設年度

52,536.52㎡ 0㎡

927,269〔208,683〕

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

30,789〔29,233〕 26,416 0 0

30,789〔29,233〕

（20,028〔3,724〕）

0㎡

点 点点

237,727.76㎡

0㎡
 26,954.81㎡
27,294.90㎡

175室

　

図
書
・
設
備

(５)

計

20,028〔3,724〕

種

建築デザイン学部

927,269〔208,683〕

講　義　室

 87室
88室

(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

（905,552〔206,397〕） （20,028〔3,724〕）

 24室
25室

0㎡

完成年度

650席

（30,789〔29,233〕） （26,416） （　－　）

収 納 可 能 冊 数

26,416 0 0

（　－　） （　－　）（26,416）

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

（30,789〔29,233〕）

2,692.21㎡ テ ニ ス コ ー ト 4 面

体育館以外のスポーツ施設の概要

ゴ ル フ 練 習 場 1 面

開設前年度 完成年度

1,130,000冊

(７) 体　　育　　館

実験実習室

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（６）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

0㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

そ　の　他

合　　　計

 26,954.81㎡
27,294.90㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

8,010.94㎡

52,536.52㎡

0㎡
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下の
学科数

2
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

0

年 人 年次 人 年度 年度

人

家政学部 4 447 0 1,420 - - 昭和23

　児童学科 4 97 0 388 学士
（家政学）

- 昭和23

　食物学科 4 - - - 学士
（家政学）

- 昭和23

　　食物学専攻 4 31 0 124 学士
（家政学）

- 昭和42

　　管理栄養士専攻 4 50 0 200 学士
（家政学）

- 昭和42

　住居学科 4 - - - 学士
（家政学）

- 昭和37 令和6年度より学生募集停止

　　居住環境デザイン専攻 4 - - - 学士
（家政学）

- 平成13

　　建築デザイン専攻 4 - - - 学士
（家政学）

- 平成22

　被服学科 4 92 0 368 学士
（家政学）

- 昭和37

　家政経済学科 4 85 0 340 学士
（家政学）

- 昭和39

文学部 4 377 0 1,500 - - 昭和23

　日本文学科 4 126 0 528 学士
（文学）

- 昭和23
令和6年度から入学定員変更（134→

126）

　英文学科 4 146 0 584 学士
（文学）

- 昭和23

　史学科 4 97 0 388 学士
（文学）

- 昭和23

人間社会学部 4 364 0 1,456 - - 平成2

　現代社会学科 4 97 0 388 学士
（社会学）

- 平成2

　社会福祉学科 4 97 0 388 学士
(社会福祉学)

- 昭和23

　教育学科 4 97 0 388 学士
（教育学）

- 昭和25

　心理学科 4 73 0 292 学士
（心理学）

- 平成2

　文化学科 4 - - - 学士
（文学）

- 平成2 令和5年度より学生募集停止

理学部 4 189 0 756 - - 平成4

　数物情報科学科 4 92 0 368 学士
（理学）

- 平成4

　化学生命科学科 4 97 0 388 学士
（理学）

- 平成4

国際文化学部 4 121 0 484 - - 令和5

　国際文化学科 4 121 0 242 学士
（文学）

- 令和5

建築デザイン学部 4 100 0 400 - - 令和6

　建築デザイン学科 4 100 0 100
学士

（建築デザイ
ン）

- 令和6

大学全体 - 1,498 0 5,992 - - -

家政学部（通信教育課程） 4 2,000 0 8,000 学士
（家政学）

- 昭和24

　児童学科 4 1,000 0 4,000 学士
（家政学）

- 昭和24

　食物学科 4 1,000 0 4,000 学士
（家政学）

- 昭和24

　生活芸術学科 4 - - - 学士
（家政学）

- 昭和24 令和6年度より学生募集停止

大学（通信教育課程）全体 - 2,000 0 8,000 - - -

1.14

1.02

-

1.05

1.01

1.05

-

1.03

倍

収容定員
充足率

収容定員
充足率

（控除後）

1.03

倍

1.06

1.04

1.14

1.02

1.03

-

1.03

0.96

-

-

-

1.07

1.02

1.06

-

1.02

-

1.00

- -

-

1.00 - 同上

同上

同上

同上

同上

-

同上

-

--

1.02

1.06

1.04

４　既設大学等の状況

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間
の学科の

み）

開設
年度

日本女子大学

備　　考

-

所在地

東京都文京区目白台2丁目8番1号

同上

同上

同上

同上

1.03

-

1.03

-

-

-

-

1.07

1.02

同上

1.05 1.05 同上

0.99 - 同上

1.04

同上

同上

同上

-

同上

同上

同上

1.05

1.01

1.05

1.06

1.04

- - -

同上

0.97 - -

0.97 - 同上

0.13 - 東京都文京区目白台2丁目8番1号

0.13 - -

0.13 - 同上
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　　　・「収容定員充足率」には、報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　・「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

　　　・「所在地」及び「備考」欄については、セルの結合ではなく、書式設定より設定の上、文字サイズ変更を行ってください。詳しくは、本シート右に記載の

（注）・本調査の対象となっている大学、短期大学及び高等専門学校（以下「大学等」という。）について、既に設置している学部等

　　　　（短期大学、高等専門学校にあっては学科等）の報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。（大学院、専攻科及び別科を除く）。

　　　　コメント機能で操作方法を案内していますのでご参照ください。

        なお、本調査の対象となっている大学等の設置者が設置している他の大学等の状況については、記入する必要はありません。

　　　「収容定員充足率」が0.7倍以下又は1.15倍以上の学科数を記入する項目を「－」とした上で、「非表示」設定としてください。

　　　・学部の学科等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている場合を含めます。

　　　　　履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

      ・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和７年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

　　　・「収容定員充足率（控除後含む）」は、小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　　また、0.7倍以下又は1.15倍以上の学科については、必ず太字にしてください。当該設定は、学科のみとし、学部及び専攻を太字にする必要はありません。

　　　・記載項目以外、保護をかけています。不要な行は、「非表示」設定としてください。また、記載する必要がない学校種の記載欄については、

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を記入してください。

　　　　開設後、完成年度を迎えていない学科等については、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記載してください。
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【認可時又は届出時】 【令和６年度】

江尻 憲泰 江尻 憲泰
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

61 61
工学修士 工学修士

教養特別講義
住居構造 住居構造
構造力学Ⅰ 構造力学Ⅰ
建築設計スタジオⅠ 建築設計スタジオⅠ
構造力学Ⅱ 構造力学Ⅱ
構造デザイン演習 構造デザイン演習
建築住居学演習Ⅰ 建築住居学演習Ⅰ
建築住居学演習Ⅱ 建築住居学演習Ⅱ
建築住居学演習Ⅲ 建築住居学演習Ⅲ
卒業論文・卒業制作 卒業論文・卒業制作

片山 伸也 片山 伸也
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

54 54
博士(美術) 博士(美術)

教養特別講義
住まいのデザイン

西洋住居史 西洋住居史
設計製図Ⅰ 設計製図Ⅰ
建築設計スタジオⅡ 建築設計スタジオⅡ
形とデザインⅠ 形とデザインⅠ
西洋建築史 西洋建築史
都市史演習 都市史演習
建築総合演習 建築総合演習
建築住居学演習Ⅰ 建築住居学演習Ⅰ
建築住居学演習Ⅱ 建築住居学演習Ⅱ
建築住居学演習Ⅲ 建築住居学演習Ⅲ
卒業論文・卒業制作 卒業論文・卒業制作

是澤(野村) 紀子 是澤(野村) 紀子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

51 51
博士(工学) 博士(工学)

教養特別講義
住まいのデザイン
日本住居史 日本住居史
設計製図Ⅱ 設計製図Ⅱ
建築設計スタジオⅠ 建築設計スタジオⅠ
建築専門英語 建築専門英語
日本建築史 日本建築史
建築保存再生論 建築保存再生論
建築住居学演習Ⅰ 建築住居学演習Ⅰ
建築住居学演習Ⅱ 建築住居学演習Ⅱ
建築住居学演習Ⅲ 建築住居学演習Ⅲ
卒業論文・卒業制作 卒業論文・卒業制作

５　教員組織の状況

＜建築デザイン学部　建築デザイン学科＞

（１）ー① 担当教員表

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

教授 専 教授

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専 教授 専 教授

兼任　

担当授業科目名

専

専 教授 専 教授
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

佐藤 克志 佐藤 克志
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

65 65
工学修士 工学修士

住まいのデザイン
バリアフリーデザイン論 バリアフリーデザイン論
設計製図Ⅱ
コンピュータデザインⅠ コンピュータデザインⅠ
福祉環境論 福祉環境論
福祉環境演習 福祉環境演習
建築住居学演習Ⅰ 建築住居学演習Ⅰ
建築住居学演習Ⅱ 建築住居学演習Ⅱ
建築住居学演習Ⅲ 建築住居学演習Ⅲ
卒業論文・卒業制作 卒業論文・卒業制作

篠原(隈) 聡子 篠原(隈) 聡子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

65 65
家政学修士 家政学修士

教養特別講義 教養特別講義
空間デザイン概論 空間デザイン概論
建築設計スタジオⅡ 建築設計スタジオⅡ
建築設計スタジオⅢ 建築設計スタジオⅢ
建築設計スタジオⅣ 建築設計スタジオⅣ
建築設計スタジオⅤ 建築設計スタジオⅤ
建築住居学演習Ⅰ 建築住居学演習Ⅰ
建築住居学演習Ⅱ 建築住居学演習Ⅱ
建築住居学演習Ⅲ 建築住居学演習Ⅲ
卒業論文・卒業制作 卒業論文・卒業制作

平田 京子 平田 京子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

59 59
博士(学術) 博士(学術)

地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習 A 地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習 A

住まいのデザイン
生活環境安全論 生活環境安全論
設計製図Ⅰ 設計製図Ⅰ
建築専門英語 建築専門英語
力と形 力と形
建築と社会 建築と社会
建築住居学演習Ⅰ 建築住居学演習Ⅰ
建築住居学演習Ⅱ 建築住居学演習Ⅱ
建築住居学演習Ⅲ 建築住居学演習Ⅲ
卒業論文・卒業制作 卒業論文・卒業制作

細井 昭憲 細井 昭憲
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

51 51
博士(工学) 博士(工学)

住居環境 住居環境
建築設計スタジオⅠ 建築設計スタジオⅠ
建築設備Ⅰ 建築設備Ⅰ
建築設備Ⅱ 建築設備Ⅱ
環境・設備演習 環境・設備演習
建築住居学演習Ⅰ 建築住居学演習Ⅰ
建築住居学演習Ⅱ 建築住居学演習Ⅱ
建築住居学演習Ⅲ 建築住居学演習Ⅲ
卒業論文・卒業制作 卒業論文・卒業制作

専 教授 専 教授

専 教授 専 教授

専 教授 専 教授

専 教授 専 教授

17



の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

薬袋 奈美子 薬袋 奈美子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

55 55
博士(工学) 博士(工学)

教養特別講義
社会連携・社会貢献活動Ⅰ
社会連携・社会貢献活動Ⅱ
住まいのデザイン
住環境計画 住環境計画
設計製図Ⅰ 設計製図Ⅰ
住生活学 住生活学
建築設計スタジオⅡ 建築設計スタジオⅡ
建築専門英語 建築専門英語
住宅政策 住宅政策
都市デザイン演習 都市デザイン演習
異分野連携実践演習 ※ 異分野連携実践演習 ※
建築住居学演習Ⅰ 建築住居学演習Ⅰ
建築住居学演習Ⅱ 建築住居学演習Ⅱ
建築住居学演習Ⅲ 建築住居学演習Ⅲ
卒業論文・卒業制作 卒業論文・卒業制作

宮 晶子 宮 晶子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

60 60
家政学士 家政学士

教養特別講義
建築計画 建築計画
建築設計スタジオⅠ 建築設計スタジオⅠ
形とデザインⅡ 形とデザインⅡ
建築設計スタジオⅢ 建築設計スタジオⅢ
建築設計スタジオⅣ 建築設計スタジオⅣ
建築設計スタジオⅤ 建築設計スタジオⅤ
建築住居学演習Ⅰ 建築住居学演習Ⅰ
建築住居学演習Ⅱ 建築住居学演習Ⅱ
建築住居学演習Ⅲ 建築住居学演習Ⅲ
卒業論文・卒業制作 卒業論文・卒業制作

東 利恵
＜令和6年4月＞

65
①工学修士 ②Master of Architecture(アメリカ)

住まいのデザイン
建築設計スタジオⅡ

井本(堀田) 佐保里 井本(堀田) 佐保里
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

41 41
博士(工学) 博士(工学)

教養特別講義
住居計画 住居計画
設計製図Ⅱ 設計製図Ⅱ
建築設計スタジオⅡ 建築設計スタジオⅡ
建築専門英語 建築専門英語
地域施設計画論 地域施設計画論
建築総合演習 建築総合演習
リサーチデザイン リサーチデザイン
建築住居学演習Ⅰ 建築住居学演習Ⅰ
建築住居学演習Ⅱ 建築住居学演習Ⅱ
建築住居学演習Ⅲ 建築住居学演習Ⅲ
卒業論文・卒業制作 卒業論文・卒業制作

専
准教
授

専
准教
授

専 教授 専 教授

専 教授 専 教授

専 教授
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

キャズ・Ｔ・ヨネダ
＜令和6年4月＞

40
Master of

Architecture2
（アメリカ）

住まいのデザイン
植田 瑞昌 植田 瑞昌

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
51 51

博士(工学) 博士(工学)
設計製図Ⅱ 設計製図Ⅱ
建築住居学演習Ⅰ 建築住居学演習Ⅰ
建築住居学演習Ⅱ 建築住居学演習Ⅱ
建築住居学演習Ⅲ 建築住居学演習Ⅲ
卒業論文・卒業制作 卒業論文・卒業制作

古賀(塩田) 繭子 古賀(塩田) 繭子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

46 46
博士(学術) 博士(学術)

異分野連携実践演習 ※ 異分野連携実践演習 ※
設計製図Ⅰ 設計製図Ⅰ
建築住居学演習Ⅰ 建築住居学演習Ⅰ
建築住居学演習Ⅱ 建築住居学演習Ⅱ
建築住居学演習Ⅲ 建築住居学演習Ⅲ
卒業論文・卒業制作 卒業論文・卒業制作

請川 滋大
＜令和6年9月＞

54
修士(教育学)

社会連携を学ぶa
川端 有子 川端 有子

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
62 62

Doctor of Philosophy(イギリス) Doctor of Philosophy(イギリス)

英語圏のファンタジー 英語圏のファンタジー
太田 正人 太田 正人

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
57 57

博士(学術) 博士(学術)
人間生理学 人間生理学
異分野連携実践演習 ※ 異分野連携実践演習 ※

衣川 隆生
＜令和7年4月＞

62
学術修士

社会連携・社会貢献活動Ⅰ
社会連携・社会貢献活動Ⅱ

新藤 一敏 新藤 一敏
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

61 61
農学博士 農学博士

生活・環境と化学 生活・環境と化学
松月 弘恵 松月 弘恵

＜令和7年9月＞ ＜令和7年9月＞
66 66

博士(医学) 博士(医学)
異分野連携実践演習 ※ 異分野連携実践演習 ※

専 助教 専 助教

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授

専 助教 専 助教

兼担 教授 兼担 教授

専
准教
授

兼担 教授
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

細川 幸一
＜令和6年4月＞

62
法学博士

女性と法律
法学入門
消費生活論Ⅰ

秋元 健治 秋元 健治
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

64 64
博士(農学) 博士(農学)

世界経済 世界経済
日本経済 日本経済
フィールドスタディ(農業・農村) フィールドスタディ(農業・農村)

小林 富雄 小林 富雄
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

51 51
①博士(農学) ②博士(経済学) ①博士(農学) ②博士(経済学)
日本の産業と企業 日本の産業と企業

石井(榎本) 倫子
＜令和6年9月＞

57
博士(文学)

舞台芸術の歴史・東洋
大場 昌子 大場 昌子

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
65 65

文学修士 文学修士
TOEIC TOEIC
インターンシップⅠ インターンシップⅠ
インターンシップⅡ インターンシップⅡ

佐藤 達郎 佐藤 達郎
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

60 60
文学修士※ 文学修士※

舞台芸術の歴史・西洋 舞台芸術の歴史・西洋
Ann Slater Ann Slater

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
62 62

Master of fine arts(アメリカ) Master of fine arts(アメリカ)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ
ライティングⅢ ライティングⅢ
地域研究 地域研究

Douglas Forster Douglas Forster
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

63 63
Ph. D.(film studies)(イギリス) Ph. D.(film studies)(イギリス)

ビジネス・イングリッシュ ビジネス・イングリッシュ
メディア・リスニング メディア・リスニング

加藤 玄 加藤 玄
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

52 52
①DEa(フランス) ②博士(文学) ①DEa(フランス) ②博士(文学)
歴史から見る現代世界 歴史から見る現代世界

兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

黒子 康弘 黒子 康弘
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

56 56
修士(文学) 修士(文学)

ドイツ語a入門 ドイツ語a入門
ドイツ語a初級 ドイツ語a初級

ドイツ語中級
ドイツ語中級アドヴァンスト(原典講読)

ドイツ語上級 ドイツ語上級
世界の古典・文学 世界の古典・文学

杉村 安幾子 杉村 安幾子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

51 51
修士(人文科学)※ 修士(人文科学)※

中国語a入門 中国語a入門
中国語a初級 中国語a初級
中国語中級 中国語中級
20・21世紀の外国文学 20・21世紀の外国文学

藤井 雅子
＜令和7年4月＞

54
博士(文学)

社会連携・社会貢献活動Ⅰ
社会連携・社会貢献活動Ⅱ

山下 将司 山下 将司
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

50 50
博士(文学) 博士(文学)

中国語中級 中国語中級
歴史から見る現代世界 歴史から見る現代世界

周(鈴木) 燕飛(周) 周(鈴木) 燕飛(周)
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

49 49
博士(国際公共政策) 博士(国際公共政策)

女性就業と家族の経済学 女性就業と家族の経済学
インターンシップⅠ インターンシップⅠ
インターンシップⅡ インターンシップⅡ

増田 幸弘 増田 幸弘
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

59 59
法学修士※ 法学修士※

多様な働き方とキャリア 多様な働き方とキャリア
藤田 武志 藤田 武志

＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞
60 60

修士(教育学)※ 修士(教育学)※
教育学入門 教育学入門

川﨑 直樹
＜令和7年9月＞

46
博士(心理学)

異分野連携実践演習 ※
塩崎 尚美

＜令和7年4月＞
61

修士(家政学)
異分野連携実践演習 ※

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

杉山(上野) 直子
＜令和6年4月＞

63
Ph.D.(american

Literature)(アメリカ)
観光英語

秋本 晃一 秋本 晃一
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

66 66
工学博士 工学博士

物理学はいかに創られたか 物理学はいかに創られたか
小川(前原) 賀代 小川(前原) 賀代
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

53 53
博士(工学) 博士(工学)

基礎から学ぶコンピューター 基礎から学ぶコンピューター
基礎情報処理処理

奥村(川邊) 幸子 奥村(川邊) 幸子
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

64 64
理学博士 理学博士

天文学と宇宙観の歴史 天文学と宇宙観の歴史
倉光 君郎 倉光 君郎

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
51 51

博士(理学) 博士(理学)
AI入門 AI入門

清水 謙多郎 清水 謙多郎
＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞

67 67
理学博士 理学博士

ICT活用Ⅴ ICT活用Ⅴ
中島 徹 中島 徹

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
61 61

博士(理学) 博士(理学)
数学の眼で見た世界 数学の眼で見た世界

阿部 秀樹 阿部 秀樹
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

51 51
博士(薬学) 博士(薬学)

社会連携・社会貢献活動Ⅰ
社会連携・社会貢献活動Ⅱ

薬と化粧品の化学 薬と化粧品の化学
今城 尚志

＜令和7年4月＞
65

理学博士
社会連携・社会貢献活動Ⅰ
社会連携・社会貢献活動Ⅱ

関本 弘之
＜令和7年4月＞

59
博士(理学)

インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授

兼担 教授
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
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担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

林 久史 林 久史
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

59 59
博士(理学) 博士(理学)

化学の歴史 化学の歴史
宮崎 あかね

＜令和6年4月＞
56

博士(学術)
Sweden, in terms of SDGs

村岡 梓
＜令和6年4月＞

49
博士(学術)

インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

和賀 祥 和賀 祥
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

61 61
農学博士 農学博士

DNAの拓いた生命科学 DNAの拓いた生命科学
Neil addison Neil addison

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
50 50

Ph. D.(Literature)(イギリス) Ph. D.(Literature)(イギリス)
リーディングⅡ リーディングⅡ

奥波 一秀 奥波 一秀
＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞

57 57
博士(文学) 博士(文学)

ドイツ語中級アドヴァンスト(原典講読) ドイツ語中級アドヴァンスト(原典講読)

木村 覚 木村 覚
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

52 52
博士(文学) 博士(文学)

美学 美学
中西 裕二 中西 裕二

＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞
63 63

修士(社会学) 修士(社会学)
課題解決型ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを用いた企画開発 課題解決型ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを用いた企画開発

地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 演習B 地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 演習B

地域・社会課題を学ぶ 地域・社会課題を学ぶ
朴 倍暎 朴 倍暎

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
57 57

博士(文学) 博士(文学)
韓国語a入門 韓国語a入門
韓国語a初級 韓国語a初級

三田 明弘 三田 明弘
＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞

59 59
博士(文学) 博士(文学)

中国語中級アドヴァンスト(原典講読) 中国語中級アドヴァンスト(原典講読)

坂田 仰 坂田 仰
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

63 63
修士(法学)※ 修士(法学)※

日本国憲法 日本国憲法

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授
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専任・
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
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担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

安藤(若井田) 朗子
＜令和6年9月＞

62
家政学修士

社会連携を学ぶa
澤田(須田) 美砂子 澤田(須田) 美砂子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

49 49
博士(学術) 博士(学術)

身体運動Ⅰa
身体運動Ⅰb

身体運動Ⅱa 身体運動Ⅱa
インターンシップⅠ インターンシップⅠ
インターンシップⅡ インターンシップⅡ

杉山 哲司 杉山 哲司
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

60 60
教育学修士※ 教育学修士※

身体運動Ⅰa
身体運動Ⅰb

身体運動Ic
身体運動Ⅱc 身体運動Ⅱc
身体運動論 身体運動論

和田上 貴昭
＜令和6年9月＞

53
修士(社会福祉学)

社会連携を学ぶa
西原(西𠩤) 直枝 西原(西𠩤) 直枝
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

49 49
博士(学術) 博士(学術)

衣と健康 衣と健康
後藤 敏行 後藤 敏行

＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞
47 47

博士(図書館情報学) 博士(図書館情報学)
コンピュータ・インターネットと生活 コンピュータ・インターネットと生活

額田 春華 額田 春華
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

52 52
商学博士 商学博士

企業と社会連携 ※ 企業と社会連携 ※
林 悠子 林 悠子

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
41 41

博士(文学) 博士(文学)
世界の古典・文学 世界の古典・文学

𠮷田(吉田) 薫 𠮷田(吉田) 薫
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

51 51
Doctor of Philosophy(中国) Doctor of Philosophy(中国)
東洋思想 東洋思想
世界の古典・文学 世界の古典・文学

奥畑 豊
＜令和6年4月＞

33
Ph.D.(イギリス)

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭa
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭb

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授
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専任・
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（年　齢）
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担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

鈴木 喜和 鈴木 喜和
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

49 49
博士(学術) 博士(学術)

女性と芸術 女性と芸術
土屋(古川) 智子
＜令和6年4月＞

44
Doctor of Philosophy(アメリカ)

メディア・リスニング
Peter Robinson Peter Robinson
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

44 44
Doctor of Philosophy(イギリス) Doctor of Philosophy(イギリス)

英語コミュニケーションⅢ
ＩＥＬＴＳ ＩＥＬＴＳ

久保田(小林) 静香 久保田(小林) 静香
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

52 52
Doctorat(Littérature et civilisation françaises)(フランス) Doctorat(Littérature et civilisation françaises)(フランス)

フランス語a入門 フランス語a入門
フランス語a初級 フランス語a初級
フランス語b入門 フランス語b入門
フランス語b初級 フランス語b初級
フランス語中級アドヴァンスト(原典講読) フランス語中級アドヴァンスト(原典講読)

フランス語中級アドヴァンスト(コミュニケーション)

世界の古典・文学 世界の古典・文学
近藤 光博 近藤 光博

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
56 56

博士(文学) 博士(文学)
日本社会と宗教 日本社会と宗教
宗教とは何か 宗教とは何か

野辺(高橋) 陽子 野辺(高橋) 陽子
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

53 53
博士(社会学) 博士(社会学)

ジェンダーと社会 ジェンダーと社会
黒岩(原田) 亮子 黒岩(原田) 亮子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

50 50
博士(社会福祉学) 博士(社会福祉学)

社会福祉学 社会福祉学
異分野連携実践演習 ※ 異分野連携実践演習 ※

桑嶋 晋平 桑嶋 晋平
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

37 37
博士(教育学) 博士(教育学)

教育人間学 教育人間学
石井 辰典 石井 辰典

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
41 41

博士(心理学) 博士(心理学)
心理学 心理学

上田 彩子 上田 彩子
＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞

43 43
博士(心理学) 博士(心理学)

ICT活用IV ICT活用IV
ICT活用VI ICT活用VI

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授
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の別　 の別　

専任・
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（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
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兼担・ 兼担・
兼任　
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担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

麦谷(石塚) 綾子 麦谷(石塚) 綾子
＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞

49 49
博士(学術) 博士(学術)

社会連携を学ぶA
社会連携・社会貢献活動Ⅰ 社会連携・社会貢献活動Ⅰ
社会連携・社会貢献活動Ⅱ 社会連携・社会貢献活動Ⅱ

藤田 玄 藤田 玄
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

45 45
博士(数理科学) 博士(数理科学)

歴史の中の数学 歴史の中の数学
竇 暁玲 竇 暁玲

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
49 49

博士(工学) 博士(工学)
基礎情報処理
社会で役立つ統計学 社会で役立つ統計学
統計学入門 統計学入門

藤原 宏子 藤原 宏子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

59 59
博士(理学) 博士(理学)

生命科学 生命科学
伊藤 由希子 伊藤 由希子

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
49 49

博士(文学) 博士(文学)
思想・哲学 思想・哲学

川崎 公平 川崎 公平
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

44 44
博士(文学) 博士(文学)

映像論 映像論
高井(髙井) 奈緒 高井(髙井) 奈緒
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

47 47
Doctorat(Langue et littérature françaises)(フランス) Doctorat(Langue et littérature françaises)(フランス)

フランス語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ(原典講読) フランス語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ(原典講読)

水野(近藤) 僚子 水野(近藤) 僚子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

53 53
修士(哲学)※ 修士(哲学)※

日本美術史 日本美術史
東田 寿子 東田 寿子

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
63 63

医学士 医学士
女性と健康 女性と健康

浅野 由子 浅野 由子
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

49 49
博士(学術) 博士(学術)

社会連携を学ぶa
Sweden, in terms of SDGs

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼任 講師

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 講師 兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

26



の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

佐古 隆之 佐古 隆之
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

58 58
博士(医学) 博士(医学)

身体運動Ⅰa
身体運動Ⅰb

身体運動Ic
身体運動Ⅱa

身体運動Ⅱb 身体運動Ⅱb
身体運動演習a 身体運動演習a
身体運動演習b 身体運動演習b

小川 哲也 小川 哲也
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

45 45
博士(人間科学) 博士(人間科学)

身体運動Ⅰa
身体運動Ⅰb

身体運動Ic
身体運動演習a

身体運動演習b 身体運動演習b
中山(川嵜) 真緒
＜令和6年4月＞

32
博士(経済学)

経済学の世界
村山 実和子 村山 実和子

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
36 36

博士(文学) 博士(文学)
ことばとは何か ことばとは何か

杉山 倫 杉山 倫
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

39 39
博士(数理学) 博士(数理学)

教養としての数学 教養としての数学
市川(畠中) さおり 市川(畠中) さおり
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

55 55
博士(薬学) 博士(薬学)

薬と化粧品の化学 薬と化粧品の化学
上田 実希 上田 実希

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
43 43

博士(農学) 博士(農学)
生物の起源と進化 生物の起源と進化

高橋 和孝 高橋 和孝
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

34 34
博士(ｺｰﾁﾝｸﾞ学) 博士(ｺｰﾁﾝｸﾞ学)

身体運動Ic
身体運動Ⅱb 身体運動Ⅱb

戸枝 美咲 戸枝 美咲
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

34 34
修士(学術)※ 修士(学術)※

身体運動Ic
身体運動Ⅱa 身体運動Ⅱa

兼担 講師 兼担 講師

兼担 講師

兼担 講師 兼担
准教
授

兼担 講師 兼担 講師

兼担 助教 兼担 助教

兼担 助教 兼担 助教

兼担 講師 兼担
准教
授

兼担 講師 兼担 講師

兼担 講師 兼担 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

魚住 智広
＜令和6年4月＞

32
博士(教育学)

健康スポーツ論Ⅱ
身体運動Ⅱa

佐々木 陸摩
＜令和6年4月＞

33
博士(スポーツ科学)

健康スポーツ論Ⅱ
小宮山 春美 小宮山 春美

＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞
55 55

博士(メディアデザイン学) 博士(メディアデザイン学)
ICT活用Ⅱ ICT活用Ⅱ

相原 雅子
＜令和6年9月＞

46
修士(文学)※

観光英語
青木 通

＜令和6年9月＞
59

修士(教育学)
身体運動Ic

明石 伸子 明石 伸子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

60 60
①Diplôme d'études approfondies(フランス) ②修士(文学)※ ①Diplôme d'études approfondies(フランス) ②修士(文学)※

フランス語a入門 フランス語a入門
フランス語a初級 フランス語a初級
集中フランス語 集中フランス語

秋元 健太郎 秋元 健太郎
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

51 51
博士(学術) 博士(学術)

現代の社会学 現代の社会学
浅井 優一

＜令和6年9月＞
44

博士(異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学)
ことばと社会

多々良 直弘
＜令和6年9月＞

49
修士(文学)※

ことばと社会
朝日 由実子 朝日 由実子

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
44 44

修士(地域研究)※ 修士(地域研究)※
文化人類学入門 文化人類学入門

芦沢 啓治 芦沢 啓治
＜令和8年9月＞ ＜令和8年9月＞

53 53
学士(工学) 学士(工学)

生活ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ 生活ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ

兼担 助教

兼担 助教 兼担 助教

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼担 助教

兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

東 利恵
＜令和7年9月＞

65
①工学修士 ②Master of Architecture(アメリカ)

建築設計スタジオⅡ
熱田 敬子 熱田 敬子

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
44 44

修士(文学)※ 修士(文学)※
ジェンダー論入門 ジェンダー論入門

安倍 佳子
＜令和6年4月＞

58
修士(文学)

TOEIC
雨宮 敏子 雨宮 敏子

＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞
50 50

博士(生活科学) 博士(生活科学)
ファッションの化学 ファッションの化学

綾部 素幸 綾部 素幸
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

65 65
修士(文学)※ 修士(文学)※

フランス語a入門 フランス語a入門
フランス語a初級 フランス語a初級
フランス語中級 フランス語中級

荒川 裕志
＜令和6年9月＞

42
博士(学術)

身体運動Ic
李 垠松 李 垠松

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
56 56

Ph.D(Literature)(韓国) Ph.D(Literature)(韓国)
韓国語a入門
韓国語a初級

韓国語b入門
韓国語b初級
韓国語中級 韓国語中級
韓国語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ(原典講読) 韓国語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ(原典講読)

韓国語上級
李 相吉

＜令和6年4月＞
55

博士(社会経済)
韓国語a入門
韓国語a初級
韓国語b入門
韓国語b初級

井坂 智博 井坂 智博
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

60 60
修士(経営学) 修士(経営学)

経営学の世界 ※ 経営学の世界 ※

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

石金 浩史 石金 浩史
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

52 52
博士(心理学) 博士(心理学)

脳と行動 脳と行動
石川 哲朗

＜令和6年9月＞
40

博士(理学)
生命科学

石川 浩子 石川 浩子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

50 50
修士(英文学)※ 修士(英文学)※

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭa ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭa
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭb ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭb

泉谷 千尋 泉谷 千尋
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

51 51
博士(文学) 博士(文学)

ドイツ語b入門 ドイツ語b入門
ドイツ語b初級 ドイツ語b初級
ドイツ語中級 ドイツ語中級

市村 志朗
＜令和6年9月＞

51
博士(医学)

身体運動Ic
伊藤 健一郎 伊藤 健一郎

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
49 49

博士(学術) 博士(学術)
リーディングⅢ リーディングⅢ

伊藤 寧美
＜令和6年4月＞

36
Ph.D.(Drama and Theatre arts)(イギリス)

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭa
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭb

伊藤 玲子
＜令和6年4月＞

61
修士(言語学)※

フランス語a入門
フランス語a初級

稲垣 淳哉 稲垣 淳哉
＜令和7年9月＞ ＜令和7年9月＞

44 44
修士(建築学)※ 修士(建築学)※

建築設計スタジオⅡ 建築設計スタジオⅡ
井上 洋 井上 洋

＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞
67 67

学士(商学) 学士(商学)
企業と社会連携 ※ 企業と社会連携 ※

井上 真菜 井上 真菜
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

65 65
修士(文学)※ 修士(文学)※

観光英語 観光英語

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

伊吹 美貴子
＜令和6年4月＞

39
博士(学術)

現代女性論
江島(柳田) ゆう花
＜令和6年4月＞

46
修士(社会学)※

現代女性論
岩嶋 孝夫

＜令和6年9月＞
58

修士(体育学)
身体運動Ic

岩村 雅人 岩村 雅人
＜令和7年9月＞ ＜令和7年9月＞

58 58
博士(工学) 博士(工学)

建築構法 建築構法
岩本 佳代子 岩本 佳代子

＜令和7年9月＞ ＜令和7年9月＞
52 52

学士(家政学) 学士(家政学)
異分野連携実践演習 ※ 異分野連携実践演習 ※

鄔 越凌 鄔 越凌
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

45 45
修士(人文科学) 修士(人文科学)

中国語a入門 中国語a入門
中国語a初級 中国語a初級
中国語b入門 中国語b入門
中国語b初級 中国語b初級
中国語中級 中国語中級

植木 健一 植木 健一
＜令和7年9月＞ ＜令和7年9月＞

58 58

Master of Science(アメリカ)
Master of Science(アメリ

カ)
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ

臼井 規善 臼井 規善
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

58 58
博士(環境学) 博士(環境学)

現代社会と情報科学 現代社会と情報科学
内田 奈芳美 内田 奈芳美

＜令和8年4月＞ ＜令和8年4月＞
51 51

博士(工学) 博士(工学)
都市計画 都市計画

畝森 泰行 畝森 泰行
＜令和8年4月＞ ＜令和8年4月＞

47 47
修士(工学) 修士(工学)

建築設計スタジオⅢ 建築設計スタジオⅢ

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

江添(宮原) 貴子 江添(宮原) 貴子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

50 50
修士(美術) 修士(美術)

形とデザインⅠ 形とデザインⅠ
形とデザインⅡ

王 怡人 王 怡人
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

34 34
博士(言語学) 博士(言語学)

中国語b入門 中国語b入門
中国語b初級 中国語b初級

大倉 沙江 大倉 沙江
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

36 36
博士(学術) 博士(学術)

日本の政治 日本の政治
大田 崇央 大田 崇央

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
33 33

博士(学術) 博士(学術)
身体運動Ia 身体運動Ia
身体運動Ib 身体運動Ib

大塚 秀実 大塚 秀実
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

47 47
博士(心理学) 博士(心理学)

心理学 心理学
大槻 涼 大槻 涼

＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞
43 43

博士(理学) 博士(理学)
生命科学 生命科学

大沼 宗範 大沼 宗範
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

41 41
法務博士(専門職) 法務博士(専門職)

ライフステージと法 ライフステージと法
大野 博史 大野 博史

＜令和8年9月＞ ＜令和8年9月＞
51 51

修士(工学) 修士(工学)
建築設計スタジオⅣ 建築設計スタジオⅣ

大理 奈穂子 大理 奈穂子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

50 50
①修士(人文科学)※ ②MA. (Women's & Gender Studies) (アメリカ)※ ①修士(人文科学)※ ②MA. (Women's & Gender Studies) (アメリカ)※

資格英語(集中)２ 資格英語(集中)２
尾方(中村) 僚 尾方(中村) 僚
＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞

60 60
学士(文学) 学士(文学)

社会に出るための自己表現 社会に出るための自己表現

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

岡野 伸哉 岡野 伸哉
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

35 35
修士(学術)※ 修士(学術)※

ドイツ語b入門 ドイツ語b入門
ドイツ語b初級 ドイツ語b初級

ドイツ語L.L.入門
ドイツ語L.L.初級

集中ドイツ語 集中ドイツ語
岡村 さやか

＜令和6年9月＞
41

修士(教育学)
身体運動Ic

小川 宏
＜令和6年9月＞

59
修士(体育学)

身体運動Ic
沖田(櫻井) 瑞穂
＜令和6年4月＞

47
博士(日本語日本文学)

世界の神話
丸山 顕誠

＜令和6年4月＞
42

博士(日本言語文化学)
世界の神話

奥(瀧本) 裕乃 奥(瀧本) 裕乃
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

32 32
修士(家政学) 修士(家政学)

食と健康 食と健康
奥山 睦 奥山 睦

＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞
66 66

博士(ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学) 博士(ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学)
現代ビジネスと起業 現代ビジネスと起業

小倉 拓郎
＜令和7年4月＞

33
博士(環境学)

地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習C

坪井 塑太郎
＜令和7年4月＞

54
博士(都市科学)

地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習C

小笹 由香 小笹 由香
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

55 55
博士(看護学) 博士(看護学)

女性と身体 女性と身体

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

小出石 敦子 小出石 敦子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

63 63

Doctorat ès Lettres(スイス)
Doctorat ès Lettres(スイ

ス)
フランス語a入門 フランス語a入門
フランス語a初級 フランス語a初級

フランス語b入門
フランス語b初級

フランス語中級 フランス語中級
小野 督幸 小野 督幸

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
51 51

博士(工学) 博士(工学)
建築数学物理基礎 建築数学物理基礎

小埜寺 直樹 小埜寺 直樹
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

51 51
博士(社会福祉学) 博士(社会福祉学)

社会保障入門 社会保障入門
小俣 圭 小俣 圭

＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞
46 46

博士(理学) 博士(理学)
生命科学 生命科学

恩蔵 絢子 恩蔵 絢子
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

44 44
博士(学術) 博士(学術)

生命科学 生命科学
加倉井 仁 加倉井 仁

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
52 52

博士(文学) 博士(文学)
フランス語b入門 フランス語b入門
フランス語b初級 フランス語b初級

片岡 裕司 片岡 裕司
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

49 49
修士(経営情報学) 修士(経営情報学)

経営学の世界 ※ 経営学の世界 ※
勝又 暢之 勝又 暢之

＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞
47 47

博士(学術) 博士(学術)
環境と生態系 環境と生態系

加藤 喜市
＜令和6年4月＞

37
博士(文学)

ロジカル･シンキング入門
倫理学入門

大澤 真生
＜令和6年4月＞

33
博士(文学)

ロジカル･シンキング入門
倫理学入門

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

加藤 典子 加藤 典子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

53 53
修士(文学)※ 修士(文学)※

TOEIC TOEIC
金澤 修 金澤 修

＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞
55 55

博士(文学) 博士(文学)
思想・哲学 思想・哲学

上出 徳太郎 上出 徳太郎
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

40 40
博士(文学) 博士(文学)

中国語a入門 中国語a入門
中国語a初級 中国語a初級
中国語b入門 中国語b入門
中国語b初級 中国語b初級

川口 裕司 川口 裕司 
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

66 66
Ph.D. (Sciences du Langage - Linguistique)(フランス) Ph.D. (Sciences du Langage - Linguistique)(フランス)

フランス語L.L.入門 フランス語L.L.入門
フランス語L.L.初級 フランス語L.L.初級
フランス語L.L.中級 フランス語L.L.中級

河田 美保 河田 美保
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

54 54
修士(体育学) 修士(体育学)

身体運動演習a 身体運動演習a
身体運動演習b 身体運動演習b

河原 伸哉 河原 伸哉
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

51 51
Ph.D. (Economics)(カナダ) Ph.D. (Economics)(カナダ)

経済学の世界 経済学の世界
河原 大 河原 大

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
37 37

博士(農学) 博士(農学)
力と形 力と形

川村 由美 川村 由美
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

63 63
博士(文学) 博士(文学)

観光英語 観光英語
菅野(小河原) 美佐子

＜令和6年9月＞
48

博士(文学)
世界の女性史

奇 貞旼 奇 貞旼
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

55 55
修士(文学)※ 修士(文学)※

韓国語L.L.入門 韓国語L.L.入門
韓国語L.L.初級 韓国語L.L.初級
韓国語中級 韓国語中級
韓国語L.L.中級 韓国語L.L.中級

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

北島(本郷) 歩美 北島(本郷) 歩美
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

59 59
修士(教育学)※ 修士(教育学)※

仕事・結婚・わたし 仕事・結婚・わたし
心と健康 心と健康

北嶋 健治 北嶋 健治
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

39 39
修士(学術)※ 修士(学術)※

メディアと社会 メディアと社会
木下 誠

＜令和6年9月＞
55

博士(文学)
20・21世紀の思想

Beata Gibowska Beata Gibowska
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

40 40
M.A.(ドイツ) M.A.(ドイツ)

ドイツ語L.L.入門
ドイツ語L.L.初級
ドイツ語中級

ドイツ語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)

ドイツ語上級
金 順任 金 順任

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
55 55

博士(学術) 博士(学術)
韓国語a入門 韓国語a入門
韓国語a初級 韓国語a初級
韓国語b入門 韓国語b入門
韓国語b初級 韓国語b初級

金 亨善 金 亨善
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

35 35
Master of International Studies (韓国) Master of International Studies (韓国)

韓国語a入門 韓国語a入門
韓国語a初級 韓国語a初級

韓国語b入門
韓国語b初級

金 玟志 金 玟志
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

50 50
修士(人文科学)※ 修士(人文科学)※

韓国語a入門 韓国語a入門
韓国語a初級 韓国語a初級

許 家晟
＜令和6年4月＞

42
博士(文学)

中国語b入門
中国語b初級

吉良 俊彦 吉良 俊彦
＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞

67 67
学士(法学) 学士(法学)

社会に出るための自己表現 社会に出るための自己表現

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

講師兼任 講師兼任
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

久保 進次 久保 進次
＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞

57 57
学士(美術) 学士(美術)

ICT活用I ICT活用I
熊倉 麻名 熊倉 麻名

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
61 61

修士(英文学)※ 修士(英文学)※
ｱｸﾃｨｳﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ a ｱｸﾃｨｳﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ a

久米 隼 久米 隼
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

33 33
修士(社会デザイン学) 修士(社会デザイン学)

ボランティア概論 ボランティア概論
栗原 祐二

＜令和6年9月＞
61

学士(体育)
身体運動Ic

小池 アニータ 小池 アニータ
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

49 49
MA (applied Linguistics) (イギリス) MA (Applied Linguistics) (イギリス)

TOEIC TOEIC
小池 孝子 小池 孝子

＜令和7年9月＞ ＜令和7年9月＞
57 57

博士(学術) 博士(学術)
住居・建築管理 住居・建築管理

小泉 雅生 小泉 雅生
＜令和8年9月＞ ＜令和8年9月＞

62 62
博士(工学) 博士(工学)

建築設計スタジオⅣ 建築設計スタジオⅣ
小出 昌弘 小出 昌弘

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
60 60

修士(ドイツ文学)※ 修士(ドイツ文学)※
ドイツ語a入門 ドイツ語a入門
ドイツ語a初級 ドイツ語a初級
ドイツ語b入門
ドイツ語b初級

黄 愛華
＜令和6年4月＞

55
修士(商学)

中国語b入門
中国語b初級
中国語中級

黄(井上) 麗華 黄(井上) 麗華
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

66 66
文学修士※ 文学修士※

中国語a入門 中国語a入門
中国語a初級 中国語a初級

中国語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

後藤 典子 後藤 典子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

61 61
博士(人文科学) 博士(人文科学)

中国語a入門 中国語a入門
中国語a初級 中国語a初級
中国語中級 中国語中級

後藤 渡
＜令和6年4月＞

36
博士(フランス)

フランス語a入門
フランス語b入門

小森谷 浩志 小森谷 浩志
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

59 59
博士(経営学) 博士(経営学)

経営学の世界 ※ 経営学の世界 ※
権 秀賢 権 秀賢

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
43 43

博士(農学) 博士(農学)
韓国語a入門 韓国語a入門
韓国語a初級 韓国語a初級
韓国語b入門 韓国語b入門
韓国語b初級 韓国語b初級
韓国語中級 韓国語中級

近藤(青木) 静乃 近藤(青木) 静乃
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

53 53
博士(音楽学) 博士(音楽学)

東洋音楽の歴史 東洋音楽の歴史
崔 蘭英

＜令和6年4月＞
51

修士(文学)※
韓国語a入門
韓国語a初級
韓国語b入門
韓国語b初級
韓国語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)

韓国語中級
齋藤 貴志 齋藤 貴志

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
48 48

修士(言語学) 修士(言語学)
中国語a入門 中国語a入門
中国語a初級 中国語a初級

齊藤 典明 齊藤 典明
＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞

60 60
博士(工学) 博士(工学)

社会におけるICT、データサイエンス活用B 社会におけるICT、データサイエンス活用B

齊藤 一
＜令和6年9月＞

56
博士(文学)

20・21世紀の思想

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

38



の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

齋藤 理佳 齋藤 理佳
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

59 59
博士(理学) 博士(理学)

生命科学 生命科学
坂巻 隆裕 坂巻 隆裕

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
55 55

修士(文学)※ 修士(文学)※
ドイツ語a入門 ドイツ語a入門
ドイツ語a初級 ドイツ語a初級
ドイツ語中級 ドイツ語中級

櫻井(中山) 千佳子 櫻井(中山) 千佳子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

54 54
①修士(文学)※ ②Ed.M(アメリカ) ①修士(文学)※ ②Ed.M(アメリカ)

メディア・リスニング メディア・リスニング
櫻井 麻美

＜令和6年4月＞
53

修士(文学)※
ドイツ語a入門
ドイツ語a初級
ドイツ語中級

佐々木 浩子 佐々木 浩子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

49 49
修士(法学)※ 修士(法学)※

国際社会と人権 国際社会と人権
佐々木 雄大

＜令和6年9月＞
46

修士(文学)
思想・哲学

佐藤 貴子 佐藤 貴子
＜令和8年4月＞ ＜令和8年4月＞

65 65
家政学士 家政学士

建築施工 建築施工
佐藤 千佳 佐藤 千佳

＜令和5年4月＞ ＜令和5年4月＞
53 53

M.A(Image Studies)(イギリス) M.A(Image Studies)(イギリス)
ライティングI ライティングI

佐藤 牧子 佐藤 牧子
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

50 50
博士(文学) 博士(文学)

20・21世紀の外国文学 20・21世紀の外国文学
佐藤 由紀子

＜令和6年4月＞
53

学士(家政学)
設計製図Ⅱ

佐藤 和
＜令和6年9月＞

46
博士(学術)

身体運動Ic

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

佐野(神田) もも 佐野(神田) もも
＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞

48 48
修士(美術) 修士(美術)

建築設計スタジオⅠ 建築設計スタジオⅠ
佐野 陽子 佐野 陽子

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
50 50

修士(文学)※ 修士(文学)※
英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ
TOEIC TOEIC

佐屋(小池) 香織
＜令和6年4月＞

41
修士(家政学)

設計製図Ⅰ
宇津 奏子

＜令和6年4月＞
39

修士(家政学)
設計製図Ⅰ

澤口 右樹
＜令和6年4月＞

32
修士(国際協力)

地域研究
Martyna Schaefer Martyna Schaefer
＜令和8年9月＞ ＜令和8年9月＞

59 59
Master of Architecture(アメリカ) Master of Architecture(アメリカ)

建築設計スタジオⅣ 建築設計スタジオⅣ
重藤 誠市郎

＜令和6年9月＞
41

修士(体育学)
身体運動Ic

實谷 美咲
＜令和6年4月＞

30
Master2 Littérature(フランス)
フランス語a入門
フランス語a初級
フランス語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ) 

篠崎 隆 篠崎 隆
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

55 55
美術学修士 美術学修士

絵画デッサン 絵画デッサン
柴田(竹原) 淑子 柴田(竹原) 淑子
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

51 51
修士(家政学) 修士(家政学)

設計製図Ⅱ 設計製図Ⅱ
Kurosh Shadmand
＜令和6年4月＞

47
Ma (History)(イギリス)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ
TOEIC

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

40



の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

嶋村 直登
＜令和6年4月＞

34
Master of Laws(アメリカ)

女性と法律
法学入門

朱 武平
＜令和7年4月＞

54
博士(文学)

中国語中級
白鳥 まや 白鳥 まや

＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞
40 40

修士(学術)※ 修士(学術)※
ドイツ語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ(原典講読) ドイツ語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ(原典講読)

沈 燕妮
＜令和6年4月＞

29
博士(国際公共政策)

経済学の世界
Sheilah Sympson Sheilah Sympson
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

64 64
MEd. (Teaching English as a Second Language)(アメリカ) MEd. (Teaching English as a Second Language)(アメリカ)

ｱｸﾃｨｳﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ b ｱｸﾃｨｳﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ b
新家 理沙

＜令和6年4月＞
28

修士(文学)※
ｱｸﾃｨｳﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ a

水津 有理 水津 有理
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

58 58
博士(人文科学) 博士(人文科学)

中国語a入門 中国語a入門
中国語a初級 中国語a初級
中国語中級 中国語中級

杉浦 航
＜令和6年4月＞

32
修士(英文学)

観光英語
杉野 健太郎 杉野 健太郎

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
63 63

文学修士 文学修士
映像論 映像論
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭa ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭa
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭb ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭb

杉本 隆久 杉本 隆久
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

49 49
修士(文学)※ 修士(文学)※

西洋思想 西洋思想

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

講師兼任

兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

杉山 ゆき
＜令和6年4月＞

33
修士(文学)※

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭa
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭb

鈴木 幸子 鈴木 幸子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

66 66
博士(看護学) 博士(看護学)

女性と身体 女性と身体
鈴木 直子 鈴木 直子

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
50 50

修士(文学)※ 修士(文学)※
中国語a入門 中国語a入門
中国語a初級 中国語a初級

鈴木(横田) 陽子 鈴木(横田) 陽子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

55 55
学士(文学) 学士(文学)

女性と職業 女性と職業
須藤 珠水

＜令和6年9月＞
49

博士(理学)
生命科学

須長 史生 須長 史生
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

57 57
①修士(教育学)②修士(社会学)※ ①修士(教育学)②修士(社会学)※

現代男性論 現代男性論
砂子 一雄 砂子 一雄

＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞
67 67

学士(商学) 学士(商学)
社会に出るための自己表現 社会に出るための自己表現

瀬川(渡部) 翠 瀬川(渡部) 翠
＜令和7年9月＞ ＜令和7年9月＞

36 36
修士(工学)※ 修士(工学)※

インテリアデザイン インテリアデザイン
ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ演習 ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ演習

関井 隆 関井 隆
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

62 62
理学博士 理学博士

天文学と宇宙観の歴史 天文学と宇宙観の歴史
関根 崇泰 関根 崇泰

＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞
44 44

博士(理学) 博士(理学)
生命科学 生命科学

関根 裕子 関根 裕子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

63 63
博士(文学) 博士(文学)

ドイツ語b入門 ドイツ語b入門
ドイツ語b初級 ドイツ語b初級
ドイツ語中級 ドイツ語中級

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

42



の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

曾 文莉 曾 文莉
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

35 35
博士(文学) 博士(文学)

中国語a入門
中国語a初級
中国語b入門 中国語b入門
中国語b初級 中国語b初級

田井中 慎 田井中 慎
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

54 54
修士(異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学) 修士(異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学)

地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習B 地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習B

社会連携を学ぶB 社会連携を学ぶB
髙井 彩名 髙井 彩名

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
37 37

修士(心理学)※ 修士(心理学)※
心と健康 心と健康
仕事・結婚・わたし 仕事・結婚・わたし

髙野 委未 髙野 委未
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

39 39
博士(理学) 博士(理学)

生命科学 生命科学
高橋 克徳 高橋 克徳

＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞
57 57

修士(商学)※ 修士(商学)※
経営学の世界 ※ 経営学の世界 ※

高橋 順子
＜令和6年4月＞

49
博士(学術)

平和学
親川 裕子

＜令和6年4月＞
48

修士(地域研究)
平和学

高橋 文子 高橋 文子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

53 53
修士(文学)※ 修士(文学)※

ドイツ語a入門 ドイツ語a入門
ドイツ語a初級 ドイツ語a初級
ドイツ語b入門
ドイツ語b初級

ドイツ語中級
高橋 美紀 高橋 美紀

＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞
54 54

学士(経営学) 学士(経営学)
ライフプランとキャリアデザイン ライフプランとキャリアデザイン

高松(北條) 百香 高松(北條) 百香
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

50 50
博士(史学) 博士(史学)

日本の女性史 日本の女性史

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

43



の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

高山 直樹 高山 直樹
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

63 63
修士(社会福祉学) 修士(社会福祉学)

ノーマライゼーション論 ノーマライゼーション論
高山 典子 高山 典子

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
43 43

修士(文学)※ 修士(文学)※
フランス語a入門 フランス語a入門
フランス語a初級 フランス語a初級

滝嶋 康弘 滝嶋 康弘
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

60 60
博士(工学) 博士(工学)

情報と通信 情報と通信
武田 清明 武田 清明

＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞
43 43

Postgraduate Diploma in architecture(イギリス) Postgraduate Diploma in architecture(イギリス)

建築設計スタジオⅠ 建築設計スタジオⅠ
立河 京子 立河 京子

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
53 53

修士(スポーツ科学) 修士(スポーツ科学)
身体運動Ia 身体運動Ia
身体運動Ib 身体運動Ib

伊達 舞 伊達 舞
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

37 37
博士(文学) 博士(文学)

クリティカル・シンキング入門 クリティカル・シンキング入門
田中 伸幸 田中 伸幸

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
57 57

博士(工学) 博士(工学)
地球の自然と資源 地球の自然と資源

田中 洋 田中 洋
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

42 42
修士(学術)※ 修士(学術)※

ドイツ語中級
ドイツ語L.L.中級

田中(月橋) みんね 田中(月橋) みんね
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

52 52
Ph.D (Literature)(イギリス) Ph.D (Literature)(イギリス)
TOEIC TOEIC

田中(平岡) 由香 田中(平岡) 由香
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

56 56
文学修士※ 文学修士※

観光英語 観光英語
田中 佑季 田中 佑季

＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞
39 39

修士(法学)※ 修士(法学)※
市民社会と法 市民社会と法

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

44



の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

Poupi Damien Poupi Damien
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

49 49
修士(日本語・日本文化) 修士(日本語・日本文化)

フランス語L.L.入門 フランス語L.L.入門
フランス語L.L.初級 フランス語L.L.初級

フランス語中級
フランス語L.L.中級

田村 太郎 田村 太郎
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

53 53
修士(経済学) 修士(経済学)

企業と社会連携 ※ 企業と社会連携 ※
田村 雅紀 田村 雅紀

＜令和8年4月＞ ＜令和8年4月＞
53 53

博士(工学) 博士(工学)
建築材料 建築材料

田村 円
＜令和6年4月＞

37
博士(学術)

ドイツ語a入門
ドイツ語a初級

漆 紅 漆 紅
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

66 66
博士(文学) 博士(文学)

中国語b入門 中国語b入門
中国語b初級 中国語b初級
中国語L.L.入門 中国語L.L.入門
中国語L.L.初級 中国語L.L.初級
中国語L.L.中級 中国語L.L.中級

張(山口) 培華(清張) 張(山口) 培華(清張)
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

59 59
博士(文学) 博士(文学)

中国語a入門 中国語a入門
中国語a初級 中国語a初級
中国語b入門 中国語b入門
中国語b初級 中国語b初級
中国語中級 中国語中級

辻 美千子 辻 美千子
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

57 57
博士(歯学) 博士(歯学)

女性と身体 女性と身体
土屋(近藤) 真美子 土屋(近藤) 真美子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

67 67
修士(経済学) 修士(経済学)

社会課題とNPO・NGO 社会課題とNPO・NGO
寺嶋 さなえ(早苗) 寺嶋 さなえ(早苗)
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

61 61
修士(学術) 修士(学術)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

徳弘 洋子 徳弘 洋子
＜令和7年9月＞ ＜令和7年9月＞

64 64
家政学士 家政学士

建築環境工学 建築環境工学
鳥海 有紀 鳥海 有紀

＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞
65 65

学士(家政学) 学士(家政学)
ICT活用Ⅲ ICT活用Ⅲ

長井 薫 長井 薫
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

35 35
修士(文学)※ 修士(文学)※

TOEIC TOEIC
資格英語(集中)１ 資格英語(集中)１

中妻 結
＜令和6年4月＞

41
博士(人間文化科学)

TOEIC
アンドリュー デニス トゥイード

＜令和6年4月＞
51

Doctorate of Education（アメリカ）

TOEIC
西谷 善子 西谷 善子

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
39 39

博士(体育学) 博士(体育学)
身体運動Ⅱa 身体運動Ⅱa
身体運動Ⅱb 身体運動Ⅱb

西脇 雅彦 西脇 雅彦
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

49 49
博士(文学) 博士(文学)

フランス語a入門 フランス語a入門
フランス語a初級 フランス語a初級
フランス語中級 フランス語中級

似内 遼一 似内 遼一
＜令和7年9月＞ ＜令和7年9月＞

40 40
博士(工学) 博士(工学)

まちづくり基礎演習 まちづくり基礎演習
新田 真弓 新田 真弓

＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞
53 53

博士(看護学) 博士(看護学)
女性と身体 女性と身体

盧 回男 盧 回男
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

49 49
博士(学術) 博士(学術)

韓国語a入門 韓国語a入門
韓国語a初級 韓国語a初級

韓国語b入門
韓国語b初級

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

野上 玲子
＜令和6年4月＞

44
博士(体育科学)

健康スポーツ論I
田邉 陽子

＜令和6年4月＞
58

博士(スポーツ科学)
健康スポーツ論I

野澤 隆司 野澤 隆司
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

51 51
修士(体育学) 修士(体育学)

身体運動Ia 身体運動Ia
身体運動Ib 身体運動Ib

野村 佑子
＜令和6年4月＞

43
修士(文学)※

資格英語(集中)１
岡田 愛

＜令和6年4月＞
49

修士(文学)
資格英語(集中)１

Jason bartashius 
＜令和6年4月＞

41
博士(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会研究)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ
ライティングⅡ

ピーター フレデリック ゴードン

＜令和6年4月＞
61

学士(イギリス)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ
ライティングⅡ

George berninger
＜令和6年4月＞

57
Med(Education)(アメリカ)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ
アリソン チャン
＜令和6年4月＞

35
修士(イギリス)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ
萩原 剛 萩原 剛

＜令和9年4月＞ ＜令和9年4月＞
66 66

修士(建設工学) 修士(建設工学)
建築設計スタジオⅤ 建築設計スタジオⅤ

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

朴 美京 朴 美京
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

51 51
修士(社会福祉学)※ 修士(社会福祉学)※

韓国語a入門 韓国語a入門
韓国語a初級 韓国語a初級
韓国語b入門 韓国語b入門
韓国語b初級 韓国語b初級
韓国語中級 韓国語中級

韓国語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)

白 蓮杰 白 蓮杰
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

44 44
博士(人文科学) 博士(人文科学)

中国語b入門 中国語b入門
中国語b初級 中国語b初級
中国語中級 中国語中級

橋詰 富博 橋詰 富博
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

67 67
博士(工学) 博士(工学)

物理学とテクノロジー 物理学とテクノロジー
橋本 のぞみ 橋本 のぞみ

＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞
51 51

博士(文学) 博士(文学)
20・21世紀の日本文学 20・21世紀の日本文学

長谷部(小俣) 寿女士 長谷部(小俣) 寿女士
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

37 37
博士(文学) 博士(文学)

TOEIC TOEIC
羽生 敦子 羽生 敦子

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
59 59

博士(観光学) 博士(観光学)
フランス語a入門 フランス語a入門
フランス語a初級 フランス語a初級
フランス語b入門 フランス語b入門
フランス語b初級 フランス語b初級

林 剛司
＜令和6年9月＞

51
修士(文化科学)※

リーディングⅡ
木村 政則

＜令和6年9月＞
56

修士(文化科学)※
リーディングⅡ
メディア・リスニング
TOEIC

針谷 將史 針谷 將史
＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞

45 45
修士(工学) 修士(工学)

建築設計スタジオⅠ 建築設計スタジオⅠ
力とデザインⅡ

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

東(澤田) 晴美
＜令和6年4月＞

57
博士(学術)

舞台芸術の歴史・東洋
飛矢﨑 雅也 飛矢﨑 雅也

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
50 50

博士(政治学) 博士(政治学)
政治思想の歴史 政治思想の歴史
社会思想の歴史 社会思想の歴史

平林(越智) 美理 平林(越智) 美理
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

34 34
修士(文学)※ 修士(文学)※

地域研究
世界の女性史

平野 泰宏
＜令和6年9月＞

54
修士(体育学)

身体運動Ic
馮 曰珍 馮 曰珍

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
62 62

修士(教育学) 修士(教育学)
中国語a入門 中国語a入門
中国語a初級 中国語a初級
集中中国語 集中中国語
中国語上級 中国語上級

馮 超鴻 馮 超鴻
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

36 36
博士(学術) 博士(学術)

中国語b入門 中国語b入門
中国語b初級 中国語b初級
中国語L.L.入門 中国語L.L.入門
中国語L.L.初級 中国語L.L.初級
 Markus alexander Heinrich Freiherr von Freyberg  Markus alexander Heinrich Freiherr von Freyberg

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
49 49

Bachelor of Arts (ドイツ) Bachelor of Arts (ドイツ)
ドイツ語b入門 ドイツ語b入門
ドイツ語b初級 ドイツ語b初級

福本 正勝 福本 正勝
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

61 61
博士(医学) 博士(医学)

人体の構造と機能及び疾病 人体の構造と機能及び疾病
藤木(盛武) 直美 藤木(盛武) 直美
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

55 55
修士(文学)※ 修士(文学)※

20・21世紀の日本文学 20・21世紀の日本文学
藤田 智子

＜令和6年4月＞
61

工学士
基礎情報処理

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

藤本 絵香
＜令和6年4月＞

48
博士(学術)

食と健康
船津 卓馬 船津 卓馬

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
44 44

修士(工学) 修士(工学)
力と形 力と形

古内(石塚) 時子 古内(石塚) 時子
＜令和8年4月＞ ＜令和8年4月＞

58 58
Master of Landscape architecture(イギリス) Master of Landscape architecture(イギリス)

ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟﾃﾞｻﾞｲﾝ ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟﾃﾞｻﾞｲﾝ
Gary Henscheid
＜令和6年4月＞

62
M.Ed. (counsel-ing)(アメリ

カ)
TOEIC
ｱｸﾃｨｳﾞ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭb

寶神 尚史 寶神 尚史
＜令和7年9月＞ ＜令和7年9月＞

50 50
修士(理工学)※ 修士(理工学)※

建築設計スタジオⅡ 建築設計スタジオⅡ
ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ演習 ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ演習

堀 千晶 堀 千晶
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

42 42
博士(文学) 博士(文学) 

フランス語中級 フランス語中級
フランス語上級 フランス語上級

松長 知宏 松長 知宏
＜令和8年4月＞ ＜令和8年4月＞

44 44
修士(工学) 修士(工学)

コンピュータデザインⅢ コンピュータデザインⅢ
松沼 真由子 松沼 真由子

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
58 58

修士(文学) 修士(文学)
観光英語 観光英語

松宮 綾子 松宮 綾子
＜令和8年4月＞ ＜令和8年4月＞

54 54
修士(環境学) 修士(環境学)

建築法規 建築法規
松本 和彦 松本 和彦

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
63 63

修士(法学)※ 修士(法学)※
法哲学 法哲学

松本 真澄 松本 真澄
＜令和8年4月＞ ＜令和8年4月＞

63 63
家政学士 家政学士

住宅・建築経済 住宅・建築経済

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

丸山 瑶子 丸山 瑶子
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

37 37
Dr. in phil. (オーストリア) Dr. in phil. (オーストリア)
西洋音楽の歴史 西洋音楽の歴史

三田 良平 三田 良平
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

42 42
修士(文学)※ 修士(文学)※

リーディングI リーディングI
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

御手洗 龍 御手洗 龍
＜令和8年9月＞ ＜令和8年9月＞

48 48
修士(工学) 修士(工学)

建築設計スタジオⅣ 建築設計スタジオⅣ
峯 真依子 峯 真依子

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
49 49

博士(比較社会文化) 博士(比較社会文化)
TOEIC TOEIC
ｱｸﾃｨｳﾞ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭa ｱｸﾃｨｳﾞ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭa

三原 武司 三原 武司
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

49 49
博士(政治学) 博士(政治学)

社会学入門 社会学入門
三原(岸本) 悠子 三原(岸本) 悠子
＜令和8年4月＞ ＜令和8年4月＞

43 43
修士(工学) 修士(工学)

構造デザイン演習 構造デザイン演習
宮川 慎也 宮川 慎也

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
58 58

Diplôme d’études approfondies(フランス) Diplôme d’études approfondies(フランス)

フランス語b入門 フランス語b入門
フランス語b初級 フランス語b初級

宮崎 匠 宮崎 匠
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

43 43
修士(文学)※ 修士(文学)※

西洋美術史 西洋美術史
宮本 俊輔 宮本 俊輔

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
47 47

博士(工学) 博士(工学)
建築構造 建築構造

Alexandra  Mustatea Alexandra  Mustatea
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

42 42
Ph.D. (ルーマニア) Ph.D. (ルーマニア)

INTRODUCTION TO JAPANESE CULTURE AND SOCIETY INTRODUCTION TO JAPANESE CULTURE AND SOCIETY

文 智暎 文 智暎
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

51 51
博士(言語学) 博士(言語学)

韓国語b入門 韓国語b入門
韓国語b初級 韓国語b初級

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

51



の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

ベネディクト メール
＜令和7年4月＞

54
学士(フランス)

フランス語中級
フランス語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)

茂木 健一郎 茂木 健一郎
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

61 61
博士(理学) 博士(理学)

生命科学 生命科学
望月 義彦 望月 義彦

＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞
43 43

博士(工学) 博士(工学)
データサイエンス入門 データサイエンス入門

茂木 洋之 茂木 洋之
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

36 36
博士(経済学) 博士(経済学)

経済学の世界 経済学の世界
森田 京子 森田 京子

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
62 62

Ph.D (Educationai
anthropology)(アメリカ)

Ph.D (Educationai
anthropology)(アメリカ)

ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ
Hugh P. Molloy Hugh P. Molloy
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

64 64
M.A(applied Linguistics) ※(アメリカ) M.A(applied Linguistics) ※(アメリカ)

ｱｸﾃｨｳﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ b ｱｸﾃｨｳﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ b
柳生 桂子 柳生 桂子

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
59 59

修士(文学) 修士(文学)
ドイツ語a入門 ドイツ語a入門
ドイツ語a初級 ドイツ語a初級

安田 俊広
＜令和6年9月＞

54
博士(体育科学)

身体運動Ⅰc
栁田 直美 栁田 直美

＜令和7年9月＞ ＜令和7年9月＞
45 45

博士(言語学) 博士(言語学)
地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習D 地域・企業と未来を創るｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習D

柳原 由以 柳原 由以
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

39 39
法務博士(専門職) 法務博士(専門職)

ライフステージと法 ライフステージと法
矢野 磯乃 矢野 磯乃

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
62 62

①修士(文学)②M.a (Modern Studies) (アメリカ) ①修士(文学)②M.a (Modern Studies) (アメリカ)

資格英語(集中)３ 資格英語(集中)３
観光英語 観光英語

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

山内 武巳
＜令和6年9月＞

55
博士(体育学)

身体運動Ic
山岡(柳澤) 眞希子 山岡(柳澤) 眞希子
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

56 56
修士(文学)※ 修士(文学)※

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ
TOEFL TOEFL

山下 雅洋 山下 雅洋
＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞

52 52
学士(文学) 学士(文学)

課題解決型ワークショップを用いた企画開発 課題解決型ワークショップを用いた企画開発

山田 雅穂 山田 雅穂
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

45 45
博士(人間福祉) 博士(人間福祉)

ダイバーシティとキャリア ダイバーシティとキャリア
山村 りつ(律) 山村 りつ(律)
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

46 46
博士(社会福祉学) 博士(社会福祉学)

政治と福祉 政治と福祉
山本 和弘 山本 和弘

＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞
32 32

修士(法学)※ 修士(法学)※
日本国憲法 日本国憲法

山本 充 山本 充
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

63 63
理学博士 理学博士

地理学 地理学
湯浅 且敏 湯浅 且敏

＜令和7年4月＞ ＜令和7年4月＞
50 50

修士(教育学)※ 修士(教育学)※
社会におけるICT、データサイエンス活用A 社会におけるICT、データサイエンス活用A

ヨコミゾ(横溝) マコト(真) ヨコミゾ(横溝) マコト(真)
＜令和8年4月＞ ＜令和8年4月＞

64 64
芸術学修士 芸術学修士

建築設計スタジオⅢ 建築設計スタジオⅢ
横山 巧機 横山 巧機

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
33 33

修士(教育学)※ 修士(教育学)※
身体運動Ⅱa 身体運動Ⅱa
身体運動Ⅱb 身体運動Ⅱb

横山 道史 横山 道史
＜令和6年9月＞ ＜令和6年9月＞

43 43
博士(学術) 博士(学術)

政治学 政治学

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・
兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

吉村 靖孝 吉村 靖孝
＜令和9年4月＞ ＜令和9年4月＞

54 54
修士(工学) 修士(工学)

建築設計スタジオⅤ 建築設計スタジオⅤ
陸 樹芳 陸 樹芳

＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞
53 53

修士(教育学)※ 修士(教育学)※
中国語a入門 中国語a入門
中国語a初級 中国語a初級
中国語L.L.中級 中国語L.L.中級

盧 尤 盧 尤 
＜令和6年4月＞ ＜令和6年4月＞

58 58
修士(多文化多言語) 修士(多文化多言語)

中国語b入門 中国語b入門
中国語b初級 中国語b初級
中国語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ(原典講読) 中国語中級ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ(原典講読)

王 川菲
＜令和6年4月＞

39
博士(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会研究)

SOCIAL AND INTERNATIONAL RELATIONS OF JAPAN

レーフオンアン
＜令和6年4月＞

26
修士(国際関係学)

SOCIAL AND INTERNATIONAL RELATIONS OF JAPAN

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和６年度】
○専任教員　担当科目の見直しにより下記変更
・江尻憲泰教授：教養科目を1科目削除
・片山伸也教授：教養科目を2科目追加
・是澤紀子教授：教養科目を2科目削除
・佐藤克志教授：教養科目を1科目追加、学科科目を1科目削除
・平田京子教授：教養科目を1科目削除
・薬袋奈美子教授：教養科目1科目追加、教養科目を3科目削除
・宮晶子教授：教養科目を1科目削除
・東利恵教授：教養科目を1科目追加
・井本佐保里准教授：教養科目を1科目追加
・キャズ・Ｔ・ヨネダ准教授：教養科目を1科目追加

○兼担・兼任教員
・基礎科目、教養科目、学科科目等において、担当教員を一部変更

　　　　 　　　　

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。原則としてＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　ＡＣ教員審査の結果、「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

55



（注）・　大学設置基準別表第一、短期大学設置基準別表第一イ、高等専門学校設置基準第六条第二項及び第三項又は第四項

　　　　により算出される専任教員数を記入してください。

　　  ・　高等専門学校の場合、「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授数」欄は「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授・准教授数として、

　　　　高等専門学校設置基準第八条により算出される必要教授・准教授数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、

　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、

　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入し、

　　　　「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
3

= 150 ％
2

［ +1 ］

3

［ +1 ］

3 3

2

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

（2） （12）

2 14

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）

　　　　　「連係協力学部等（連係協力学科）」の専任教員数について、「（２）-① 設置基準上の必要専任教員数」及び「（２）-② 専任教員等数【大学】」を

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

（2）

［ +1 ］ ［ +1 ］ ［ - ］ ［ - ］ ［ +2 ］

10 2 0 2 14

［ - ］ ［ +2 ］

10 2 0 2 14

（9） （0）

12 6

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

（注）・　計画の区分が「学部等連係課程実施基本組織（学科連係課程実施学科）の設置」の場合、大学設置基準第四十二条の三の二（短期大学設置基準第三条の二）に基づく

　　　　　連係協力学部等（連係協力学科）ごとに別ファイルで作成してください。

　（２）－②　専任教員等数【大学・高専】

計
（Ｄ）

9 1

歳 名 名

年齢構成

0

　（２）－③　年齢構成

0 2 12
10 2

［ +1 ］ ［ +1 ］ ［ - ］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

（1）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

68
65（助教・助手）

0 2

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= ％
14

0

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
14
12

= 116.66 ％

教　授 准教授 講　師 助　教
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

　　　・　令和６年度開設の学科等の場合、（D）＋（F）と同数を記載してください。

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 0

選択

必修

選択

自由自由 0

0 0

0必修 0 科目

選択

辞任等の理由

科目

①の合計数（a）

科目

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

0 自由 0

必修

選択

自由

科目

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

0

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0

番　号

必修

科目

後任補充状況

該当なし

担当予定科目

自由自由

計 計計

　（３）－⑤　令和５年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

該当なし

担当予定科目

0

人

職　位 専任教員氏名

計

0

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員について、記入してください。

0

0 選択

必修

0

自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

自由

0

0 選択 0

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

- 人

0

③の合計数（c）

0 人

計

①の合計数（a） ②の合計数（b）

必修 0 科目 必修

0 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

0 計

必修 0

計 00

0 科目

0 科目

0 科目 計

必修

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

0

0 0

必修・選択・自由の別

必修・選択・自由の別

0

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

0

選択 0

0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

選択

必修

科目 選択

②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

0

選択

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

0 人

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 0 ％
0
12

0自由

自由 0 科目 自由 0 自由
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

該当なし

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

該当なし

後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員について、記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

必修 0 科目 必修

合計
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区　　　分
今後の

の実施計画

届　出　時

（令和５年）

　　　　以下のとおりに記載してください。

　　　　【令和５年度報告書から記載内容に変更がある場合】

　　　　　令和５年度報告書の記載内容を転記し文末に「（５）」と記載した上で、変更後の「履行状況」及び

　　　　　「今後の実施計画」を記載し文末に「（６）」と記載してください。

　　　　【令和５年度報告書から記載内容に変更がない場合】

　　　　　令和５年度報告書の記載内容を転記し文末に「（５）（６）」と記載してください。

　　　　【令和６年度から新たに調査対象となった学科等又は令和５年度設置計画履行状況調査で付された指摘の場合】

　　　　　「履行状況」及び「今後の実施計画」を記載し文末に「（６）」と記載してください。

生活芸術学科の募集停止を除き、
左記いずれの学科も近年の志願、
在籍生状況を勘案して定員を設定
した。併せて食科学科設置等によ
る学生募集の強化等も併せて行
い、適正な収容定員充足を維持す
べく、取組を進める。

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　認可時または届出時に付された附帯事項に対する履行状況等の記載に当たっては、

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。以下同様。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的かつ明確に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考や根拠となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

・［通信教育課程］家
政学部児童学科、食物
学科、生活芸術学科の
収容定員未充足の是正
に努めること。

【届出】
遵守事項

履行中

履　行　状　況

通信教育課程家政学部児童学科
（入学定員1,000人、収容定員
4,000人）は令和7年度に入学定員
40名、2年次編入10人及び3年次編
入150人、収容定員490人へ定員減
することを決定した。
同生活芸術学科（同1,000人、
4,000人）は令和6年度に募集停止
した。
同食物学科（同1,000人、4,000
人）は令和7年度に改組して食科学
部食科学科（入学定員40人、2年次
編入40人及び3年次編入40人、収容
定員360人）を設置するため同年度
に募集停止予定である。
上記については、いずれも食科学
部設置届出書類に反映し、令和6年
4月25日に届出を完了している。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

該当なし

Zoomによる講演視聴、講演動画の録画視聴、及びオンデマンド動画視聴

　ｂ　実施方法

７　その他全般的事項

＜建築デザイン学部　建築デザイン学科＞

（１） 設置計画変更事項等

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

本学においては、「本学の建学の精神、教育理念を実現するため、学生の視点に立った継続的な教育改革を教職協働で
進め、本学における教育の質の向上に寄与すること」を目的に、教学上の意思決定機関である大学執行部会議の下にJWU
女子高等教育センターを設置している。

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　ａ　実施内容

1.授業方法・教育方法改善のためのFD研修
2.新任教員のための新任教員研修
3.日本女子大学教育賞受賞者によるFD研修
4.アセスメントテスト受検結果報告会
5.ダイバーシティの理解を深めるためのSD研修
6.学生生活支援を考えるためのSD研修
7.システム関連のSD研修

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

JWU女子高等教育センターは学長が任命したセンター所長、センター委員、及びJWU女子高等教育センター担当理事が出
席の上、原則として月１回の会議を開催している。

　ｃ　委員会の審議事項等

1.将来的な女子高等教育にかかる施策に関すること。
2.全学的な教育及び学習支援プログラムの企画、開発及び推進に関すること。
3.全学的な教授内容及び教育手法の改善並びにファカルティ・ディベロップメント（FD）及び
　スタッフ・ディベロップメント（SD）の推進に関すること。
4.全学的な教育効果の測定並びに評価方法の開発及び実施に関すること。
5.教育の国際化、情報化及び教育活動改善のための教育環境の整備に関すること。
6.国内外の高等教育に係る情報収集、調査及び研究並びに連携に関すること。
7.教育の質保証及び質的向上・改善等のためのインスティテューショナル・リサーチ（IR）に関すること。
8.その他センターの目的達成のために必要な事業に関すること。

②　実施状況
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　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

・教員向け
　1.授業担当者は学生情報システムを通じて担当授業科目の集計結果を閲覧することができる。
　2.学科長及びカリキュラム管轄委員会委員長は、管轄する全科目の集計結果を閲覧することができる。
　  必要に応じて学科内及び委員会内で集計結果を共有することができる。
　3.教職員のみ閲覧することができるイントラネット上において、学部別の集計報告書を閲覧することができる。
・学生向け
　1.学生情報システムを通じて受講した授業科目の集計結果を閲覧することができる。
　2.大学公式ホームページに集計結果の全体報告書を掲載し、閲覧できるようにしている。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

1.研修後の参加報告書（研修内容の振り返り、感想、改善点への気づき等）の提出。
2.本学における学修者本位の教育に向けた取り組みについての情報共有。
3.優れた教育効果をあげている教員の教育方法及び教育技術の共有。
4.学科ごとに異なる学生の成長動向に応じた教育活動改善の検討及び促進。
5.トランスジェンダー学生(女性)への出願資格拡大に伴うダイバーシティへの理解促進。
6.経済的困難を抱える学生の現状と学生生活への影響についての理解促進。
7.学園システムや情報セキュリティについての理解促進。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

・前期及び後期の授業開始後３・４週目を目途に、授業改善に目的を絞った「中間アンケート」を実施。
・前期及び後期の各終盤に「学生の達成度自己評価および授業改善のためのアンケート(通称：授業アンケート)」を
　実施。

＜令和５年度＞
1.授業方法・教育方法改善のためのFD研修
　・名古屋大学教育基盤連携本部高等教育システム開発部門／高等教育研究センター
　　和嶋雄一郎 特任准教授による講演の視聴
　　テーマ「大学教育とAIとの関係性 - 大学はChatGPTとどう付き合う？」(全教員が参加）
2.新任教員のための新任教員研修
　・2023年度新任教員のみなさまへ（令和５年度新任教員全員が参加）
3.日本女子大学教育賞受賞者によるFD研修
　・日本女子大学教育賞受賞者４名による講演（全教員が参加）
4.アセスメントテスト受検結果報告会
　・アセスメント・テスト(PROGテスト)教員向け受検結果報告会（希望する教員による任意参加）
5.ダイバーシティの理解を深めるためのSD研修
　・「ダブルハッピネス ～辛さが2倍なら楽しさも2倍！～」（希望する教員による任意参加／全職員が参加）
6.経済的困難を抱える学生の現状と学生生活への影響を理解するためのSD研修
　・テーマ「経済的困難と学生の問題（全教職員が参加）
7.システム関連の研修
　・ChatGPTの使い方説明会（希望する教職員による任意参加）
　・学園システム説明会（希望する教員による任意参加／全職員が参加）
　・情報セキュリティ研修（希望する教員による任意参加／全職員が参加）

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）
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該当なし

該当なし

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし

②　審議状況

　ａ　審議した内容

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

該当なし

　ｄ　その他

　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

該当なし

①　体制

該当なし

　ａ　委員会の設置状況

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

該当なし

　ｃ　委員会の審議事項等
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※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

○　設置計画履行状況報告書（令和６年度）

　ｂ　公表方法

　　・大学公式ホームページに公表済み　https://www.jwu.ac.jp/unv/about/sr/check.html

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

③　認証評価を受ける計画

　・令和元年度に公益財団法人大学基準協会による認証評価を受審し、適合認定を受領した。
　　　評価結果は大学公式ホームページに公表済み。
　　　評価結果における提言に対する改善報告書を令和５年７月に同協会に提出し、
　　　令和６年３月に改善報告書検討結果を受領した。改善報告書、改善報告書検討結果とも大学公式ホームページに
　　　公表済み。
　・次回は令和８年度に評価機関（公益財団法人大学基準協会）の評価を受けるべく、学内で検討中。

　　・2023年度日本女子大学点検・評価報告書を令和６年４月２日に公表済み。

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

　設置初年度となる令和6年度は、入学定員100人に対して志願者902人となり、入学者97人を受け入れた。
順調に当初予定の教育を実施することができている。全学教養科目で国際化に向けた科目増等もあり、学科科目は変更
なく、総提供科目数としては当初予定より4科目増となっている。また、特任教員として専任教員を2名増員し、実務家
教員による教育をさらに充実させつつ、本学部の教育理念や方法等の浸透を図り、学生教育に当たる。
　総じて、当初の学部設置の趣旨・目的に沿い、丁寧に学生教育を行うことができている。

（４） 自己点検・評価等に関する事項
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